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平成 27 年度

 施政方針

320
年
前
に
開
拓
さ
れ
た
三
富
新
田
。そ
し
て
、

三
芳
町
に
は
、
三
富
新
田
の
み
な
ら
ず
先
人

た
ち
の
知
恵
と
汗
に
よ
り
美
し
い
平
地
林
と

田
園
風
景
が
継
承
さ
れ
、
首
都
圏
の
台
所
と

言
わ
れ
る
三
芳
農
業
や
文
化
、
伝
統
、
生
物

多
様
性
が
保
全
・
継
承
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ

の
恩
恵
に
私
た
ち
は
浴
し
、
生
か
さ
れ
て
い

ま
す
。
私
た
ち
の
子
ど
も
や
孫
た
ち
に
、
何

を
残
し
て
い
く
の
か
。
ど
の
よ
う
な
町
を
残

し
て
い
く
の
か
。
そ
の
こ
と
が
問
わ
れ
、
そ

の
絵
本
（
総
合
計
画
）
を
描
く
の
が
今
年
１

年
間
の
大
き
な
テ
ー
マ
で
す
。
絵
本
は
、
無

限
の
可
能
性
と
未
来
の
あ
る
子
ど
も
た
ち
に

夢
と
希
望
、
そ
し
て
勇
気
を
与
え
て
く
れ
ま

す
。
ま
た
、
親
子
の
絆
、
人
と
人
と
を
結

び
、
子
ど
も
た
ち
の
心
を
豊
か
に
し
て
く
れ

ま
す
。
未
来
の
子
ど
も
た
ち
へ
素
敵
な
絵
本

の
プ
レ
ゼ
ン
ト
。
今
年
は
、
そ
の
絵
本
の
総

仕
上
げ
の
年
で
す
。
三
芳
町
の
資
源
や
魅
力

を
最
大
限
に
活
用
し
、
丁
寧
に
ゆ
っ
く
り
と

時
間
を
か
け
、
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
を
大

切
に
、
地
域
を
元
気
に
す
る
。
多
く
の
住
民

の
皆
さ
ん
の
参
画
を
い
た
だ
き
、
そ
う
し
た

未
来
の
子
ど
も
た
ち
に
残
せ
る
「
輝
く
三
芳

町
の
絵
本
」
を
つ
く
り
た
い
と
考
え
ま
す
。

今
年
度
、
第
５
次

行
政
改
革
大
綱
が

ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

こ
の
大
綱
は
、
３
つ
の
基
本
方
針
を
定
め
て

い
ま
す
。

１ 

新
た
な
財
源
確
保
と
事
務
事
業
の
改
善

多
様
な
広
告
収
入
の
確
保
、
ふ
る
さ
と
納
税

制
度
の
導
入
、
公
共
施
設
を
利
用
し
た
太
陽

光
発
電
屋
根
貸
し
事
業
実
施
。
第
三
者
機
関

で
あ
る
行
政
評
価
外
部
委
員
会
を
開
催
。
町

の
事
務
事
業
を
評
価
し
、改
善
を
図
り
ま
す
。

２ 

長
期
的
な
視
点
か
ら
の
歳
出
削
減
策

既
存
事
業
の
縮
小･

廃
止･

改
善
を
は
じ

め
、
公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
計
画
に
よ
る

公
共
施
設
の
統
廃
合
な
ど
を
行
い
ま
す
。

３ 「
見
え
る
化
」
と
外
部
か
ら
の
視
点

達
成
目
標
と
な
る
数
値
指
標
を
設
定
し
、
定

期
的
な
進
捗
管
理
を
実
施
。
８
項
目
43
の
ア

ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
を
定
め
、
行
政
改
革
推
進

本
部
と
行
政
改
革
懇
談
会
で
連
携
を
図
り
な

が
ら
、
実
行
性
・
実
現
性
を
担
保
し
て
い
く

た
め
の
体
制
を
整
え
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

平
成
28
年
度
を
初

年
度
と
す
る
第
５

次
総
合
計
画
は
、

策
研
究
所
は
、
今
年
度
、
新
た
に
中
小
企
業

診
断
士
グ
ル
ー
プ
と
の
政
策
的
な
包
括
協
定

を
進
め
、
専
門
的
な
知
見
か
ら
の
ア
ド
バ
イ
ス

を
も
ら
い
、
政
策
形
成
機
能
を
高
め
て
い
き

ま
す
。
さ
ら
に
少
人
数
の
公
募
住
民
と
「
町

長
と
語
り
合
う
会
」
を
開
催
し
ま
す
。
住
民

の
皆
さ
ん
の
創
意
工
夫
あ
ふ
れ
る
ア
イ
デ
ィ
ア

を
、
地
域
や
社
会
の
課
題
解
決
、
地
域
活
性

化
に
つ
な
げ
る
「
住
民
提
案
型
事
業
」
を
今

年
も
募
集
し
ま
す
。
こ
の
ほ
か
、
町
に
お
け
る

男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
に
向
け
た
施
策

を
推
進
す
る
た
め
、
第
３
次
男
女
共
同
参
画

基
本
計
画
を
策
定
し
ま
す
。
ま
た
、
戦
後
70

年
の
節
目
に
、
世
界
平
和
を
願
い
、
平
和
祈

念
事
業
を
実
施
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

「
ま
ち
・
ひ
と
・
し

ご
と
創
生
総
合
戦

略
」
に
基
づ
き
、

国
の
長
期
ビ
ジ
ョ
ン
と
総
合
戦
略
を
勘
案
し

て
、
地
域
の
特
性
を
踏
ま
え
た
「
地
方
人
口

ビ
ジ
ョ
ン
」
と
「
地
方
版
総
合
戦
略
」
を

策
定
し
ま
す
。「
地
方
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
」
は
、

三
芳
町
に
お
け
る
人
口
の
現
状
と
将
来
の
展

望
を
提
示
し
、
こ
れ
を
踏
ま
え
て
今
後
５
か

年
の
目
標
や
施
策
の
基
本
的
方
向
、
具
体
的

な
施
策
を
ま
と
め
た
も
の
が「
三
芳
町
ま
ち・

ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」
で
す
。
雇

用
の
創
出
、
ひ
と
の
流
れ
、
若
い
世
代
の
希

望
の
実
現
、
地
域
づ
く
り
等
を
実
現
し
て
い

く
た
め
、
国
の
交
付
金
を
活
用
し
た
事
業
を

実
施
し
て
い
き
ま
す
。

消
費
喚
起
・
生
活
支
援
型
の
事
業

・�

町
内
商
店
等
で
共
通
し
て
使
用
で
き
る
プ

レ
ミ
ア
ム
付
き
商
品
券
を
発
行
し
ま
す
。

・�

人
生
の
節
目
に
、
お
祝
い
と
し
て
商
品
券

等
を
交
付
し
ま
す
。

地
域
創
生
先
行
型
事
業

�����・
三
富
新
田
観
光
促
進

�

上
富
け
や
き
並
木
通
り
に
観
光
案
内
看
板
な

ど
を
設
置
し
、
訪
問
者
の
利
便
性
の
向
上
や

リ
ピ
ー
タ
ー
の
増
加
、
み
よ
し
野
菜
の
販
売

促
進
等
を
図
り
ま
す
。

・
藤
久
保
地
域
拠
点
ゾ
ー
ン
ま
ち
づ
く
り

�

公
共
施
設
の
更
新
の
際
、
地
域
住
民
の
参
画

で
多
世
代
交
流
・
多
機
能
子
育
て
拠
点
と
し

て
、
施
設
周
辺
の
ま
ち
づ
く
り
も
含
め
た
方

向
性
を
検
討
し
ま
す
。

・
子
育
て
応
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

�

子
育
て
世
代
と
の
意
見
交
換
、満
足
度
調
査
、

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
等
を
実
施
、
子
ど
も
読
書

活
動
の
充
実
、
多
子
世
帯
へ
の
給
食
費
の
助

成
も
実
施
し
ま
す
。

「
ま
ち・ひ
と・し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」
は
、

人
口
減
少
問
題
の
克
服
と
成
長
力
の
確
保
と

い
う
、
国
の
長
期
ビ
ジ
ョ
ン
に
基
づ
く
総
合

戦
略
で
す
。
一
方
で
、
地
方
自
治
体
は
、
私

た
ち
住
民
が
生
活
す
る
場
で
あ
り
、
そ
の
使

命
は
協
力
社
会
（
共
助
）
の
創
造
に
あ
り
ま

す
。
生
産
機
能
と
同
時
に
生
活
機
能
と
し
て

の
磁
場
が
充
実
す
る
よ
う
、
地
域
の
個
性
を

高
め
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。
そ
の
た
め

に
、私
た
ち
地
方
が
自
ら
考
え
、責
任
を
も
っ

て
独
自
の
戦
略
を
策
定
、
推
進
し
て
い
く
こ

と
が
何
よ
り
も
必
要
と
な
っ
て
き
ま
す
。

対
話
を
重
視
。
住
民
力
を
町
政
に
。

住
民
参
加
に
よ
る
住
民
の
た
め
の
未
来
の
三

芳
町
の
ビ
ジ
ョ
ン
づ
く
り
で
、
町
の
さ
ら
な

る
発
展
に
向
け
た
総
合
的
な
計
画
で
す
。
す

で
に
、
住
民
の
皆
さ
ん
と
の
意
見
交
換
の
場

を
多
く
設
け
て
き
ま
し
た
が
、
引
き
続
き
ま

ち
づ
く
り
懇
話
会
、
地
域
説
明
会
な
ど
を
開

催
し
、「
対
話
」を
重
ね
、計
画
の
策
定
を
行
っ

て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
職
員
の
意
識･

能
力

向
上
の
た
め
に
、
派
遣
研
修
、
コ
ン
プ
ラ
イ

ア
ン
ス
条
例
研
修
、
あ
い
サ
ポ
ー
タ
ー
研
修

等
の
実
施
と
と
も
に
、内
部
講
師
を
養
成
し
、

接
遇
等
職
員
の
基
礎
的
な
実
務
能
力
研
修
の

機
会
の
充
実
に
努
め
ま
す
。
新
た
に
職
員
と

の
対
話
を
重
視
し
「
ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン
研

修
」
を
開
始
し
ま
す
。
職
員
の
職
務
を
通
じ

て
発
揮
さ
れ
た
意
欲
や
能
力
・
実
績
を
公
正

か
つ
客
観
的
に
評
価
す
る「
人
事
評
価
制
度
」

導
入
の
準
備
を
進
め
て
い
き
ま
す
。
町
の
政

次
代
を
担
う
子
ど

も
た
ち
が
健
や
か

に
た
く
ま
し
く
育

ち
、
子
ど
も
の
笑
顔
が
あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ
く

り
の
た
め
に
、
子
育
て
と
仕
事
が
両
立
で
き

る
環
境
整
備
が
必
要
で
す
。
昨
年
11
月
に
、

土
地
区
画
整
理
地
内
に
家
庭
保
育
室
が
オ
ー

プ
ン
し
、
第
三
保
育
所
の
改
築
工
事
も
６
月

に
完
成
予
定
で
す
。
こ
れ
に
よ
り
待
機
児
童

の
解
消
を
め
ざ
し
ま
す
。
ま
た
、
木
の
温
も

り
が
感
じ
ら
れ
る
木
質
化
を
取
り
入
れ
た
施

設
に
し
ま
す
。
学
童
保
育
室
は
、
分
室
を
進

め
、
理
想
的
な
環
境
に
す
べ
く
関
係
各
課
で

協
議
し
て
い
き
ま
す
。
児
童
家
庭
相
談
は
、

新
た
に
児
童
虐
待
防
止
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成

し
ま
し
た
。
児
童
虐
待
に
、
よ
り
効
率
的
で

迅
速
な
対
応
を
し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
ふ

だ
ん
か
ら
温
か
み
の
あ
る
子
育
て
や
児
童
福

祉
に
関
す
る
相
談
や
支
援
も
行
っ
て
い
き
ま

す
。
精
神
面
の
不
安
を
抱
え
る
保
護
者
が
増

加
し
て
い
る
た
め
、
誕
生
前
か
ら
母
子
保
健

と
連
携
し
、
長
期
の
支
援
体
制
の
充
実
を
継

続
し
ま
す
。
産
後
の
育
児
の
不
安
や
悩
み
の

解
消
の
た
め
、
マ
マ
の
た
め
の
フ
ォ
ロ
ー
講

座
を
開
催
。
発
育
な
ど
に
心
配
の
あ
る
家
族

に
行
っ
て
い
る
乳
幼
児
発
育
発
達
相
談
の
開

催
日
数
を
大
幅
に
増
や
し
ま
す
。
マ
マ
健
診

は
、
一
部
が
ん
検
診
を
同
時
に
受
診
で
き
る

体
制
の
整
備
と
、
個
人
の
健
康
診
断
の
結
果

に
あ
わ
せ
、
個
別
相
談
を
充
実
さ
せ
ま
す
。

―　
は
じ
め
に　
―

第
５
次
行
政
改
革

大
綱
の
推
進

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
ま
ち
づ
く
り

「
対
話
」
に
よ
る

未
来
の
ま
ち
づ
く
り

自
ら
考
え
、
責
任
を

も
つ
地
方
創
生

健
康
と
ぬ
く
も
り
の
ま
ち
づ
く
り

子
育
て
で

住
み
た
く
な
る
町
に

平成27年２月25日に行われた第２回三芳町議会
定例会の冒頭において、林伊佐雄町長が平成27
年度の町政運営に対する基本的な考え方である施政
方針を表明しました。その内容を抜粋して掲載します。
問 秘書広報室（内線 312～ 314）
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昨
年
度
は
、
障
が

い
者
が
困
っ
て
い

る
時
に
ち
ょ
っ
と

し
た
お
手
伝
い
が
で
き
る
よ
う
、「
あ
い
サ

ポ
ー
タ
ー
研
修
」
な
ど
を
実
施
し
ま
し
た
。

今
年
度
は
、
企
業
向
け
研
修
も
加
え
、
障
が

い
理
解
を
促
進
し
ま
す
。
ま
た
、
手
話
言
語

条
例
の
制
定
に
向
け
検
討
を
行
い
ま
す
。「
手

話
奉
仕
員
・
通
訳
者
養
成
講
習
会
」、「
聴
覚

障
が
い
者
普
及
啓
発
講
演
会
」、「
は
じ
め
て

の
要
約
筆
記
講
座
」「
朗
読
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

養
成
講
座
」
を
引
き
続
き
実
施
し
ま
す
。
新

規
に
聴
覚
障
が
い
等
の
あ
る
人
が
緊
急
時
の

意
思
表
示
に
使
用
で
き
る
専
用
の
タ
ブ
レ
ッ

ト
の
実
現
化
を
め
ざ
す
「
聴
覚
障
が
い
者
緊

急
対
応
シ
ス
テ
ム
モ
デ
ル
事
業
」
を
実
施
し

ま
す
。
ま
た
、
地
域
福
祉
の
総
合
的･

計
画

的
推
進
の
た
め
、
地
域
福
祉
計
画
を
策
定
し

ま
す
。
昨
年
設
置
し
た
、「
高
齢
者
に
や
さ
し

い
ま
ち
づ
く
り
懇
談
会
」
で
は
、
ふ
れ
あ
い
セ

ン
タ
ー
の
今
後
の
取
組
み
な
ど
高
齢
者
の
課
題

を
テ
ー
マ
と
し
、
第
５
次
総
合
計
画
へ
提
言
を

お
願
い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。介

護
保
険
計
画
は
、

今
年
度
計
画
の
見

直
し
を
行
い
、
第

６
期
介
護
保
険
事
業
計
画
に
よ
り
介
護
保
険

事
業
を
推
進
し
ま
す
。
新
計
画
で
は
、
団
塊

の
世
代
が
75
歳
以
上
に
な
る
平
成
37
年
を
目

途
に
、
医
療
、
介
護
、
介
護
予
防
、
住
ま

い
、
自
立
し
た
日
常
生
活
の
支
援
が
包
括
的

に
確
保
さ
れ
る
体
制
の
推
進
に
努
め
ま
す
。

２
か
所
の
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
増
設
を

行
い
、
今
後
の
超
高
齢
社
会
に
向
け
た
環
境

整
備
に
努
め
ま
す
。
介
護
予
防
事
業
の
各
介

護
予
防
教
室
、
地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
中
心

の
運
動
教
室
「
み
よ
し
い
も
っ
こ
体
操
」
へ

の
支
援
の
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、「
認
知

症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
」
等
を
開
催
。
ま

た
、
健
康
づ
く
り
住
民
会
議
を
開
催
す
る
中

で
「
健
康
づ
く
り
推
進
計
画
」
を
策
定
し
、

住
民
の
健
康
づ
く
り
に
関
す
る
施
策
を
総
合

的
か
つ
計
画
的
に
推
進
し
ま
す
。
国
民
健
康

保
険
事
業
の
財
政
運
営
は
非
常
に
厳
し
い
状

況
で
す
。
国
保
広
域
化
の
動
向
を
注
視
し
つ

つ
、
国
保
運
営
協
議
会
の
意
見
を
聴
き
な
が

ら
、
住
民
の
皆
さ
ん
が
、
安
心
し
て
医
療
が

受
け
ら
れ
る
国
保
運
営
に
努
力
し
ま
す
。

昨
年
度
は
、
中
学

校
の
空
調
設
備
の

設
置
、
小
学
校
５

校
の
空
調
設
備
実
施
設
計
を
行
い
ま
し
た
。

今
年
度
は
、
小
学
校
５
校
の
空
調
設
備
工
事

を
実
施
し
ま
す
。
今
年
度
オ
ー
プ
ン
の
学
校

給
食
セ
ン
タ
ー
で
は
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
安

心
・
安
全
な
給
食
を
子
ど
も
た
ち
に
提
供
し

て
い
き
ま
す
。
併
せ
て
、
学
校
給
食
用
食
器

の
安
全
性
、
食
育
の
観
点
か
ら
、
現
在
使
用

し
て
い
る
ア
ル
マ
イ
ト
食
器
を
強
化
磁
器
食

器
へ
移
行
し
ま
す
。
中
学
校
海
外
派
遣
は
、

こ
の
３
年
間
、
マ
レ
ー
シ
ア
を
訪
問
し
大
き

な
成
果
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
引

き
続
き
マ
レ
ー
シ
ア
に
訪
問
し
、
マ
レ
ー
シ

ア
か
ら
は
ア
ジ
ア
・
パ
シ
フ
ィ
ッ
ク
・
ス
マ

ー
ト
校
の
親
善
訪
問
団
を
受
け
入
れ
、
友
好

と
国
際
理
解
を
深
め
ま
す
。
未
来
を
担
う
子

ど
も
た
ち
の
心
身
の
健
全
な
育
成
を
め
ざ

し
、
こ
れ
ま
で
行
っ
て
き
た
事
業
を
再
編
成

し
「
み
ら
い
の
ぞ
み
学
校
創
造
支
援
事
業
」

を
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
今
年
度
は
さ
ら
に

事
業
を
深
化
・
発
展
さ
せ
、
子
ど
も
た
ち
が

未
来
に
希
望
を
も
ち
、
知
性
と
感
性
を
豊
か

に
は
ぐ
く
み
、
健
や
か
で
朗
ら
か
に
成
長
で

き
る
学
校
づ
く
り
に
努
め
て
い
き
ま
す
。「
子

ど
も
議
会
」
を
継
続
し
、
子
ど
も
た
ち
が
、

自
分
た
ち
の
町
に
つ
い
て
語
り
合
い
、
再
発

見
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
意
見
を
町
政
に
反

映
し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
児
童
生
徒
の
情

し
、
本
の
予
約
や
受
け
渡
し
が
で
き
る
配
本

所
と
し
て
整
備
し
ま
す
。
さ
ら
に
、
今
後
は

公
民
館
サ
テ
ラ
イ
ト
図
書
館
と
し
て
、
お
は

な
し
会
な
ど
の
実
施
も
検
討
し
ま
す
。

青
少
年
健
全
育
成
…
子
ど
も
の
知
的
好
奇
心

を
刺
激
し
、
学
び
の
機
会
を
提
供
す
る
「
子

ど
も
大
学
み
よ
し
」
を
引
き
続
き
開
設
。
今

年
度
は
、
子
ど
も
た
ち
と
地
域
の
繋
が
り
を

強
く
意
識
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
立
案
と
、大
学・

企
業
・
地
域
活
動
団
体
・
町
と
の
関
係
を
よ

り
深
め
、
運
営
体
制
の
強
化
に
努
め
ま
す
。

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
活
動
促
進
…
昨
年
度
、
地

元
企
業
の
指
導
協
力
で
、
み
よ
し
大
崎
ジ
ュ

ニ
ア
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
チ
ー
ム
を
結
成
し
ま
し

た
。
今
年
度
は
、
引
き
続
き
チ
ー
ム
の
活
動

と
教
室
の
事
業
を
継
続
す
る
と
と
も
に
、
新

た
に
女
子
チ
ー
ム
を
結
成
し
、
男
女
そ
れ
ぞ

れ
の
チ
ー
ム
の
公
式
戦
初
勝
利
を
め
ざ
し
て

事
業
の
さ
ら
な
る
充
実
を
図
り
ま
す
。

文
化
財
保
護
…
三
富
新
田
地
割
の
景
観
の

保
全
と
活
用
、
車
人
形
の
保
護
・
普
及
な

ど
、
他
市
町
村
に
な
い
特
有
の
文
化
財
を
保

護
し
、
町
の
文
化
的
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
を
図

っ
て
い
き
ま
す
。

歴
史
民
俗
資
料
館
の
教
育
普
及
…
地
域
の

特
色
を
活
か
し
た
「
さ
つ
ま
い
も
大
学
」
の

開
催
を
は
じ
め
、
歴
史
や
文
化
を
紹
介
す
る

講
座
・
教
室
・
催
物
を
引
き
続
き
実
施
。
郷

土
に
誇
り
を
持
ち
、大
切
に
す
る
人
づ
く
り
、

郷
土
の
文
化
的
進
展
を
図
り
ま
す
。
旧
島
田

家
住
宅
事
業
に
つ
い
て
は
、
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン

タ
ー
と
し
て
三
富
開
拓
地
割
遺
跡
の
普
及
啓

発
、
さ
つ
ま
の
苗
床
な
ど
の
生
態
展
示
や
年

中
行
事
の
再
現
な
ど
、
直
接
触
れ
て
感
じ
る

活
動
を
通
じ
て
、
三
芳
の
歴
史
や
文
化
、
季

節
の
営
み
を
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

昨
年
度
は
、
地
域

防
災
計
画
を
大
幅

に
改
訂
し
、
初
め

て
全
指
定
避
難
所
を
同
時
開
設
し
て
、
地
域

連
携
避
難
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。
地
域
防
災

の
担
い
手
が
主
体
と
な
っ
た
実
践
訓
練
や
、

町
災
害
対
策
本
部
と
の
情
報
伝
達
訓
練
な
ど

を
実
施
し
、
そ
の
過
程
を
通
し
て
、
避
難
所

エ
リ
ア
ご
と
の
防
災
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
形
成

さ
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。
各
避
難
所
の
関
係
者

か
ら
寄
せ
ら
れ
た
成
果
と
課
題
や
、
地
域
防

災
計
画
の
改
訂
を
踏
ま
え
、
新
た
な
テ
ー
マ

を
取
り
入
れ
つ
つ
、
訓
練
の
定
着
と
発
展
を

め
ざ
し
ま
す
。
ま
た
、
新
規
事
業
と
し
て
防

災
行
政
無
線
デ
ジ
タ
ル
化
移
行
整
備
事
業
を

実
施
し
ま
す
。
近
年
、
大
規
模
化
す
る
自
然

災
害
に
備
え
、
避
難
勧
告
等
の
住
民
へ
の
情

報
伝
達
が
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
４
か
年
計
画
に
よ
り
デ
ジ
タ
ル
化
移

行
工
事
を
行
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
災
害
対
策

本
部
通
信
用
に
Ｐ
Ｈ
Ｓ
電
話
を
導
入
し
、
避

難
所
担
当
職
員
と
町
災
害
対
策
本
部
と
の
通

信
手
段
を
安
定
確
保
し
ま
す
。
三
芳
町
消
防

団
は
、
昨
年
２
月
に
埼
玉
県
初
の
機
能
別
消

防
団
を
発
足
さ
せ
ま
し
た
。消
防
団
員
は「
私

た
ち
の
町
は
私
た
ち
で
守
る
」
と
い
う
消
防

使
命
の
も
と
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
精
神
で
昼
夜

を
分
か
た
ず
地
域
を
守
っ
て
い
ま
す
。
近
年

の
団
員
不
足
が
深
刻
化
す
る
中
、
消
防
団
組

織
の
充
実
を
図
る
た
め
、
消
防
団
員
の
定
員

の
見
直
し
を
提
案
し
て
い
く
予
定
で
す
。

昨
年
、
新
た
な
公

共
交
通
と
し
て
、

デ
マ
ン
ド
交
通
の

試
行
運
転
を
３
か
月
間
実
施
。
住
民
の
皆
さ

ん
、
交
通
審
議
会
等
の
意
見
を
ふ
ま
え
、
試

行
運
転
で
の
課
題
や
問
題
点
を
検
証
、
改
善

を
加
え
、
７
月
か
ら
デ
マ
ン
ド
交
通
の
再
運

転
を
実
施
し
ま
す
。
関
越
自
動
車
道
三
芳
ス

マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
フ
ル
イ
ン
タ
ー
化
は
、
事
業
推

進
に
向
け
た
手
続
き
を
進
め
る
と
と
も
に
、

地
域
住
民
の
皆
さ
ん
と
合
意
形
成
を
図
り
な

が
ら
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。
ま
た
、
今
年

介
護
保
険

高
齢
者
支
援
事
業

豊
か
な
生
涯
学
習
を

は
ぐ
く
む
ま
ち
づ
く
り

安
心
で
子
ど
も
の

心
を
は
ぐ
く
む
町

交
通
イ
ン
フ
ラ
と

都
市
基
盤
整
備

心
を
は
ぐ
く
む
ま
ち

安
心
の
ま
ち
づ
く
り

報
活
用
能
力
を
高
め
る
た
め
、
タ
ブ
レ
ッ
ト

端
末
を
導
入
し
ま
す
。

芸
術
文
化
活
動
…

２
年
間
に
わ
た
る

芸
術
文
化
懇
談
会

で
、
町
の
芸
術
文
化
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い

て
活
発
に
議
論
さ
れ
、
昨
年
度
、
提
言
書
が

答
申
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
度
は
、
提
言
を
も

と
に
芸
術
文
化
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
組
織
を

設
置
、
芸
術
文
化
ロ
ー
カ
ル
カ
フ
ェ
を
開
催

し
、
芸
術
文
化
活
動
を
さ
ら
に
豊
か
に
し
て

い
き
ま
す
。
こ
う
し
た
活
動
を
通
し
て
、
芸

術
文
化
活
動
の
指
針
と
な
る
た
め
の
「（
仮

称
）
芸
術
文
化
ま
ち
づ
く
り
条
例
」
の
制
定

に
向
け
て
準
備
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

公
民
館
…
今
年
度
、
開
館
す
る
中
央
公
民

館
は
、
地
域
の
人
々
が
自
由
に
集
え
る
憩
い

の
場
を
め
ざ
し
、
子
育
て
ス
タ
ジ
オ
、
音
楽

ス
タ
ジ
オ
、
キ
ッ
チ
ン
ス
タ
ジ
オ
な
ど
、
他

の
施
設
に
な
い
機
能
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
利

点
を
生
か
し
、
広
く
地
域
の
人
々
の
居
場
所

と
な
り
、
利
用
者
の
輪
が
広
が
る
よ
う
運
営

し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
引
き
続
き
、
高
齢

大
学
、
各
講
座
を
開
催
し
、
幅
広
い
年
代
や

性
別･

環
境
に
対
応
し
た
事
業
展
開
を
図
り

ま
す
。

図
書
館
…
新
規
事
業
と
し
て
、
第
１
次
子

ど
も
読
書
活
動
推
進
計
画
を
基
本
に
、
す
べ

て
の
子
ど
も
が
、
あ
ら
ゆ
る
機
会
に
、
あ
ら

ゆ
る
場
所
で
自
主
的
に
読
書
活
動
が
で
き
る

環
境
を
整
備
す
る
よ
う
、
第
２
次
子
ど
も
読

書
活
動
推
進
計
画
を
策
定
し
ま
す
。
ま
た
、

中
央
公
民
館
に
図
書
館
蔵
書
検
索
機
を
設
置

度
は
、
北
松
原
地
区
は
引
き
続
き
雨
水
調
整

池
築
造
の
工
事
を
進
め
、
藤
久
保
第
一
地
区

は
換
地
処
分
と
清
算
事
務
を
予
定
。
富
士
塚

地
区
は
、
都
市
計
画
道
路
鶴
瀬
駅
西
通
り
線

の
整
備
を
行
い
、
平
成
28
年
度
中
の
開
通
を

め
ざ
し
ま
す
。
３
地
区
の
土
地
区
画
整
理
事

業
の
完
成
が
見
え
て
き
た
中
で
、
藤
久
保
一

部
地
域
の
地
名
・
地
番
の
整
理
お
よ
び
住
居

表
示
に
つ
い
て
も
、
本
格
的
に
調
査
研
究
し

進
め
て
い
き
ま
す
。

藤
久
保
交
差
点
の

右
折
禁
止
が
、
昨

年
11
月
に
解
除
さ

れ
ま
し
た
。
今
年
度
は
、
残
り
の
用
地
交
渉

を
進
め
完
成
を
め
ざ
し
ま
す
。
幹
線
５
号
線

の
歩
道
整
備
が
、
県
道
よ
り
幹
線
19
号
線
ま

で
完
成
。
残
り
の
地
権
者
と
用
地
交
渉
を
進

め
、歩
道
拡
幅
の
早
期
完
成
を
め
ざ
し
ま
す
。

道
路
の
危
険
箇
所
お
よ
び
事
故
多
発
箇
所
等

に
道
路
照
明
灯
・
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
・
路
面
標

示
等
を
設
置
し
、
安
全
の
確
保
を
図
り
ま

す
。
道
路
照
明
施
設
総
点
検
業
務
を
実
施
し

ま
す
。
ま
た
、
平
成
26
年
度
は
、「
２
年
間

交
通
死
亡
事
故
ゼ
ロ
」
と
し
て
県
知
事
表
彰

を
受
け
ま
し
た
。
今
後
も
交
通
安
全
推
進
団

体
の
協
力
を
得
な
が
ら
、
引
き
続
き
交
通
死

亡
事
故
ゼ
ロ
を
め
ざ
し
て
い
き
ま
す
。近
年
、

自
転
車
利
用
者
が
増
加
し
て
い
ま
す
が
、
一

方
で
交
通
マ
ナ
ー
の
低
下
な
ど
に
よ
り
、
町

内
で
の
自
転
車
が
関
係
す
る
交
通
事
故
が
多

発
し
て
い
る
た
め
、「（
仮
称
）
自
転
車
の
安

全
な
利
用
の
促
進
に
関
す
る
条
例
」
の
制
定

に
向
け
た
検
討
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

心
豊
か
に
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
町
に

芸
術
文
化
の
薫
る

心
豊
か
な
ま
ち

み
ど
り
豊
か
で
安
心
の
ま
ち
づ
く
り

防
災･

減
災
の

ま
ち
づ
く
り

道
路
事
業
と

交
通
安
全



公
共
下
水
道
事
業

の
安
定
し
た
運
営

を
め
ざ
す
べ
く
、

下
水
道
審
議
会
に
諮
問
し
、
下
水
道
使
用
料

の
改
定
に
つ
い
て
検
討
中
で
す
。
今
年
度
の

事
業
と
し
て
、
地
盤
が
軟
弱
な
竹
間
沢
東
地

区
の
、
マ
ン
ホ
ー
ル
浮
上
を
防
止
す
る
た
め

の
工
事
を
実
施
。
第
一
中
継
ポ
ン
プ
場
は
、

老
朽
化
が
進
ん
で
い
る
た
め
、
耐
震
診
断
を

実
施
。
水
道
事
業
と
し
て
は
、、
竹
間
沢
東

地
区
の
配
水
管
布
設
替
工
事
、
昨
年
度
か
ら

実
施
し
て
い
る
浄
水
場
の
配
水
ポ
ン
プ
更
新

工
事
が
完
了
し
ま
す
。

昨
年
度
は
、「
み
よ

し
グ
リ
ー
ン
サ
ポ

ー
ト
隊
」
と
の
協

働
に
よ
る
平
地
林
管
理
を
推
進
し
、
平
地
林

等
の
緑
地
の
環
境
整
備
と
保
全
に
努
め
ま
し

た
。
ま
た
、
町
指
定
の
保
存
樹
木
の
枯
枝
等

落
下
事
故
の
防
止
、
道
路
に
面
す
る
保
存
樹

木
の
診
断
を
実
施
し
ま
し
た
。
三
富
新
田
の

ケ
ヤ
キ
並
木
修
景
事
業
で
は
、
生
態
系
に
配

慮
し
な
が
ら
ケ
ヤ
キ
の
若
木
の
植
樹
に
努
め

ま
す
。
上
記
の
施
策
に
加
え
、
さ
い
た
ま
緑

の
ト
ラ
ス
ト
制
度
を
活
用
し
、
平
地
林
の
公

有
地
化
に
向
け
た
事
業
を
展
開
し
ま
す
。
昨

年
度
は
、
民
間
企
業
と
賃
貸
借
契
約
を
結
ん

だ
「
自
然
の
森・レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
公
園
」

を
開
設
し
、
少
年
ス
ポ
ー
ツ
活
動
や
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
活
動
に
寄
与
し
ま
し
た
。
今
年

度
は
、
ジ
ョ
ギ
ン
グ
コ
ー
ス
の
整
備
に
着

手
し
、「
自
然
の
森
・
総
合
ス
ポ
ー
ツ
公
園
」

整
備
事
業
を
進
め
ま
す
。
昨
年
度
は
３
か
所

の
公
園
が
開
設
。
今
年
度
は
、
富
士
塚
土
地

区
画
整
理
地
区
内
に
第
１
号
街
区
公
園
の
設

計
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
公
園
や
子
供
広
場

の
遊
具
の
安
全
点
検
や
修
繕
、
清
掃
、
樹
木

剪
定
等
の
維
持
管
理
に
努
め
ま
す
。

大
量
に
排
出
さ

れ
る
温
室
効
果

ガ
ス
に
よ
り
、

地
球
温
暖
化
は
日
々
刻
々
と
進
ん
で
い
ま

す
。
微
小
粒
子
状
物
質(

Ｐ
Ｍ
2.5)

に
よ

る
大
気
汚
染
、
さ
ら
に
、
東
日
本
大
震
災
に

と
も
な
う
原
子
力
発
電
所
の
事
故
に
よ
り
、

放
射
性
物
質
へ
の
対
応
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題

へ
の
取
組
み
が
重
要
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま

す
。
こ
れ
ら
の
複
雑
か
つ
深
刻
な
環
境
問
題

に
対
応
す
る
た
め
、
自
然
環
境
へ
の
負
荷
が

少
な
く
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
利
用
し

た
住
宅
用
太
陽
光
発
電
設
置
者
へ
の
補
助
事

業
を
引
き
続
き
実
施
す
る
と
と
も
に
、
再
生

可
能(
太
陽･
風
力･

水
力
な
ど)

エ
ネ

ル
ギ
ー
を
中
心
と
し
た
「
創
エ
ネ
」
と
「
省

エ
ネ
」
に
よ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
地
産
地
消
の

研
究
を
進
め
な
が
ら
、
地
域
の
活
性
化
に
取

り
組
ん
で
い
き
ま
す
。微
小
粒
子
状
物
質（
Ｐ

Ｍ
2.5
）
対
策
に
つ
い
て
は
、
埼
玉
県
と
連
携

を
図
り
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
周
知
す
る
と
と
も

に
、
大
気
中
の
濃
度
が
高
く
な
る
と
予
測
さ

れ
る
場
合
の
注
意
喚
起
の
体
制
を
構
築
し
て

行
う
な
ど
、次
回
へ
の
再
申
請
を
も
念
頭
に
、

情
報
発
信
や
啓
発
事
業
を
行
う
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
上
田
県
知
事
か
ら
は
「
何
度
で
も

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
ら
い
い
！
」
と
い
う
言
葉

を
か
け
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。「
何
度
で
も

チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
」
飽
く
な
き
挑
戦
は
、
ま

ち
づ
く
り
に
携
わ
る
上
で
、
決
し
て
忘
れ
て

は
な
ら
な
い
心
の
持
ち
方
で
あ
り
、
志
で
あ

る
と
感
じ
ま
し
た
。
三
富
新
田
の
農
業
は
、

人
と
自
然
を
、
過
去
と
未
来
を
、
先
進
国
と

途
上
国
を
結
ぶ
、

320
年
の
歳
月
を
超
え
て
先

人
た
ち
が
残
し
、
継
承
し
て
き
た
人
類
の
大

切
な
財
産
で
す
。
私
た
ち
の
使
命
は
、
三
富

新
田
に
お
け
る
持
続
可
能
な
農
業
を
世
界
に

発
信
し
、
守
り
、
そ
し
て
、
後
世
に
継
承
し

て
い
く
こ
と
だ
と
考
え
ま
す
。

み
よ
し
野
菜
ブ
ラ
ン
ド
化
推
進
支
援･･･

「
み
よ
し
野
菜
」
の
さ
ら
な
る
ブ
ラ
ン
ド
化

シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン 

で
飽
く
な
き
挑
戦

を
進
め
、
支
援
し
て
い
き
ま
す
。
今
年
度
も

引
き
続
き
、
町
内
外
へ
の
情
報
発
信
等
、
メ

デ
ィ
ア
へ
積
極
的
に
働
き
か
け
て
い
き
ま

す
。「
世
界
一
の
い
も
掘
り
ま
つ
り
」
も
開

催
し
、
み
よ
し
野
菜
を
広
く
Ｐ
Ｒ
し
ま
す
。

農
商
工
連
携
６
次
産
業
チ
ャ
レ
ン
ジ
支
援
…

町
の
農
産
物
を
活
用
し
た
加
工
品
の
研
究
開

発
や
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
の
展
開
な
ど
、
６
次

産
業
化
を
支
援
し
ま
す
。
新
た
に
、「
み
よ

し
野
菜
６
次
産
業
創
業
塾
」
を
開
塾
し
、
人

材
の
育
成
・
支
援
を
行
い
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
支

援
事
業
に
つ
な
げ
ま
す
。
町
の
農
業
は
、
専

業
農
家
率
、
後
継
者
率
も
県
内
ト
ッ
プ
ク
ラ

ス
で
す
。
し
か
し
、
50
年
、

100
年
後
の
未
来

を
考
え
る
と
、
高
齢
化
、
後
継
者
難
、
耕
作

面
積
の
維
持
困
難
な
ど
の
問
題
も
懸
念
さ
れ

ま
す
。新
た
に
三
芳
農
業
の
未
来
を
見
据
え
、

「
み
よ
し
農
業
塾
」
を
開
塾
し
ま
す
。
将
来

の
課
題
に
備
え
る
と
と
も
に
、
都
市
住
民
と

の
交
流
の
場
、
自
然
と
の
共
生
等
、
多
種
多

様
な
役
割
の
あ
る
都
市
農
業
を
持
続
発
展
さ

せ
、
新
規
就
農
者
の
育
成
や
地
域
住
民
へ

の
農
業
理
解
を
深
め
て
い
き
ま
す
。
町
は
、

東
京
都
心
か
ら
30
㎞
に
位
置
し
、
気
軽

に
日
常
生
活
と
は
違
う
体
験
や
活
動
が

出
来
る
潜
在
能
力
が
高
い
地
域
で
す
。

魅
力
あ
ふ
れ
る
元
気
な
ま
ち
づ
く
り
の

た
め
、
町
の
魅
力
を
発
信
し
（
情
報
人

口
を
増
や
し
）、
町
に
来
て
体
験
し
て
も

ら
い
（
交
流
人
口
を
増
や
し
）、
皆
さ
ん

に
愛
着
を
持
っ
て
住
ん
で
も
ら
え
る
よ

う
な
（
定
住
人
口
を
増
や
し
）
広
報
戦
略
に

力
を
入
れ
て
い
き
ま
す
。
広
報
み
よ
し
も
、

県
コ
ン
ク
ー
ル
４
部
門
で
特
選
に
選
ば
れ
、

全
国
広
報
コ
ン
ク
ー
ル
に
埼
玉
県
推
薦
作
品

と
し
て
提
出
さ
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
魅
力
あ

い
き
ま
す
。
ま
た
、
広
域
ご
み
処
理
施
設
、

ふ
じ
み
野
市
・
三
芳
町
環
境
セ
ン
タ
ー
に
つ

い
て
は
、
平
成
28
年
度
の
供
用
開
始
に
向
け

て
建
設
工
事
を
計
画
的
に
進
め
て
お
り
、
ふ

じ
み
野
市
と
の
協
議
の
中
で
、
現
行
の
収
集

･

運
搬
体
制
を
基
本
と
し
な
が
ら
も
、
あ
ら

た
め
て
住
民
生
活
に
配
慮
し
た
収
集･

運

搬
体
制
の
確
立
に
努
め
ま
す
。
町
で
は
、
ク

リ
ー
ン
活
動
や
地
域
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
が
積
極
的
に
行
わ
れ
て
い
る
一
方
で
道
路

や
公
園
な
ど
へ
の
ご
み
の
ポ
イ
捨
て
、
犬
の

フ
ン
の
放
置
な
ど
、
公
共
の
場
を
利
用
す
る

人
の
モ
ラ
ル
の
低
下
を
指
摘
す
る
声
も
寄
せ

ら
れ
て
い
ま
す
。こ
う
し
た
状
況
を
ふ
ま
え
、

住
民
の
皆
さ
ん
の
協
力
に
よ
る
、「(

仮
称)

三
芳
町
を
き
れ
い
に
す
る
条
例
」
の
制
定
を

進
め
ま
す
。
増
加
す
る
消
費
生
活
の
ト
ラ
ブ

ル
に
対
応
す
る
た
め
、
専
任
相
談
員
に
よ
る

消
費
生
活
相
談
を
週
４
日
に
拡
充
し
ま
す
。

三
富
新
田
の

世
界
農
業
遺

産
申
請
は
、

農
林
水
産
省
の
専
門
会
議
に
よ
る
Ｆ
Ａ
Ｏ
へ

の
推
薦
は
見
送
り
と
な
り
ま
し
た
。
三
富
新

田
世
界
農
業
遺
産
推
進
協
議
会
の
総
意
に
よ

り
協
議
会
は
継
続
し
、
選
考
結
果
の
検
証
を

飽
く
な
き
挑
戦
は
志
で
あ
る
。

ふ
れ
愛
さ
れ
る
広
報
づ
く
り
に
力
を
入
れ
て

い
き
ま
す
。
今
年
度
は
、
ふ
る
さ
と
民
間
大

使
を
募
り
、Facebook
やLIN

E

の
活

用
に
よ
り
、
町
の
魅
力
や
情
報
を
広
く
発
信

し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
自
治
体
連
絡
協
議
会
の
加
盟
自
治
体

が
広
が
る
中
で
、
お
互
い
に
情
報
収
集
や
調

査
研
究
を
行
い
、
研
修
会
や
意
見
交
換
会
を

実
施
し
、
町
の
魅
力
を
創
造
し
地
域
の
内
外

へ
と
広
め
て
い
き
ま
す
。
今
年
度
は
、
町
制

施
行
45
周
年
の
節
目
の
年
と
し
て
様
々
な
事

業
に
「
45
周
年
」
と
い
う
冠
を
つ
け
、「
故

き
を
温
ね
て
新
し
き
を
知
る
」
年
に
し

た
い
と
考
え
ま
す
。
そ
し
て
、
そ
の
心
は

「
何
度
で
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
ら
い
い
！
」

シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
で
、
未
来
の
ま
ち

づ
く
り
へ
飽
く
な
き
挑
戦
で
す
。

 

―　

三
芳
町
長　

林　

伊
佐
雄　

―

公
園
の
整
備
と

緑
化
の
推
進

安
全
で
安
定
し
た

上
下
水
道
の
整
備

未
来
の
子
ど
も
た
ち
に

ク
リ
ー
ン
な
環
境
を

環
境
と
調
和
し
た

活
気
に
あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ
く
り

施政方針の全文は町ホーム
ページからご覧いただけます。



　

教
育
を
取
り
巻
く
社
会
の
状
況
が
大

き
く
変
化
す
る
今
日
、
自
ら
の
力
で
人

生
を
切
り
開
き
、
社
会
の
中
で
役
割
を

果
た
す
こ
と
の
で
き
る
人
間
を
育
成
す

る
た
め
、
学
校
・
家
庭
・
地
域
社
会
が

２つの基本方針に基づき、生きる力をはぐくみ、
ぬくもりのある豊かな地域社会を拓いていきます。
　「未来を拓く学びの力」
未来を切り拓き社会の変化に主体的に対応できる
知性を高め、心身ともに健康で感性豊かな心と創
造性をはぐくみ、志をもったたくましい人間を育
成します。
　「生き生きと輝く学びの場」
すべての住民が、みどり豊かな「ふるさと三芳」
に誇りと愛着を持ち、豊かな人生を送るために生
涯にわたって主体的に学び、その成果を生かすこ
とのできる活力ある生涯学習社会をつくります。

未来を拓く学びの力 未来を拓く学びの力 未来を拓く学びの力 未来を拓く学びの力

質の高い
教育体制の確立

安心・安全な
教育環境の整備

ふるさと三芳が

大好き！

豊かな知性と感性をはぐくむ三芳教育

教育長
桑原孝昭

三芳町教育委員会

教職員の資質 ･能力の向上や学習環境
の整備充実を進め、特色ある学校づく
りなど町全体で教育に取り組む気運を
高めます。子どもたちの心身の健全な
育成のため「みらいのぞみ学校創造支
援事業」を推進。子ども会議などを通し、
子どもたちが積極的にまちづくりに参
加していく機会を設けます。

１　教職員の資質・能力の向上
２　�学習環境の整備充実
３　�地域に開かれた特色ある　　　　
学校づくり

学校施設 ･設備の整備充実を図り、関
係機関が協力し安心・安全で快適な学
習環境の確保に努めます。新給食セン
ター稼働により、食の安全と衛生管理
を徹底し、地産地消や栄養教諭等が各
学校を巡回して食育を推進するなど、
学校給食の充実に努めます。学校応援
団の活動を通じ、学校 ･家庭 ･ 地域が
一体となった教育を推進します。

１　学校施設・設備の整備拡充
２　子どもたちの安心・安全の確保
３　学校給食の充実
４　�地域ぐるみで学校を支援する体制
の整備

各学校で心豊かな児童生徒を育成する
ために、道徳教育や人権教育を充実さ
せ、児童生徒の発達段階に応じた様々
な体験活動を展開します。
一人ひとりの成長と自己実現を支援す
るため、積極的な生徒指導や教育相談
に取り組みます。また、体力の向上を
図り、健康教育や食育の推進や安全に
関する指導を積極的に推進します。

１　人権を尊重する教育の推進
２　豊かな心をはぐくむ教育の推進
３　体験活動の推進	
４　教育相談・生徒指導の充実
５　	体力の向上と学校体育・健康教育
の充実

指導の工夫 ･改善や「確かな学力」の
着実な定着につながる学習活動 ･言語
活動の充実に努めます。小 ･中学校が
連携し、９年間の学習の系統性を踏ま
えた教育を推進します。一人ひとりの
ニーズに応じた適切な教育、ＩＣＴを
活用した情報教育、伝統文化を尊重す
る教育、国際性をはぐくむ教育など、
多様な教育活動を推進します。

１　確かな学力の育成
２　�伝統文化の尊重と国際性をはぐく
む教育の推進

３　特別支援教育の推進
４　進路指導・キャリア教育の推進
５　新しい時代に対応する教育の推進

たしかな

がくりょく

ゆたかなココロ

すこやかなからだ

町では三芳町教育振興基本計画を策定し、今年度は最終年度。
重点的に実施する施策についてご紹介します。
問 教育総務課（内線 533）

平成 27年度　教育行政重点施策education
1 1 1 1

生き生きと輝く学びの場

文化財の保護と
郷土学習の推進

文化財は、貴重なふるさとの財産。住
民が文化財の価値を正しく認識し、郷
土を誇りに思う心をはぐくむことが重
要です。埋蔵文化財などの調査研究を
進め、資料館や旧島田家の普及・啓発
活動を展開します。車人形や各地区は
やしなどの郷土芸能の発表機会の確保
と後継者育成を支援します。

１　文化財保護の推進
２　遺跡の保護と調査研究の推進
３　文化財の活用と郷土学習の推進
４　�資料館活動の充実 /資料調査研究・
資料保存の充実など

２

２

生き生きと輝く学びの場

生涯スポーツの
推進

スポーツ ･レクリエーションの推進に
より、健康づくりとコミュニティの維
持 ･形成をめざし、スポーツ施設の整
備や様々な年齢層のスポーツ ･レクリ
エーション活動を進めます。また、指
導者の育成を進め、関係機関や団体と
連携を図り地域のスポーツ活動の支援
を行います。

１　スポーツ推進と健康増進
　　�スポーツ・レクリエーション活動の推
進など

２　スポーツ施設の整備充実
３　スポーツ指導者の養成と団体支援

２生き生きと輝く学びの場

生涯学習の振興
と

社会教育の充実

生涯学習社会の構築をめざし、学習 ･
文化活動を進めます。そのために施設
の整備や活動を進めて連携を図り、コ
ミュニティの維持 ･形成を行い、豊か
な地域を作っていくために様々な取り
組みを進めます。また、図書資料の整
備充実を図り、児童に対する積極的な
サービスを展開します。

１　生涯学習・社会教育の充実
２　人権教育の推進
３　公民館活動の充実
４　図書館サービスの充実
５　芸術文化の提供と創造

２

三芳の教育

そ
れ
ぞ
れ
の
教
育
力
を
高
め
、「
確
か
な

学
力
」「
豊
か
な
心
」「
健
や
か
な
体
」
の

調
和
を
重
視
す
る
教
育
活
動
を
実
践
し
て

い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

皆
さ
ん
が
、
豊
か
で
ゆ
と
り
あ
る
人
生

を
送
る
た
め
に
必
要
な
こ
と
。
そ
れ
は
、

様
々
な
教
育
活
動
や
社
会
体
験
、
文
化
芸

術
活
動
を
通
じ
、
学
び
続
け
る
こ
と
が
で

き
る
環
境
を
整
備
し
て
い
く
こ
と
や
、
ふ

る
さ
と
三
芳
に
誇
り
と
愛
着
を
持
ち
、
住

民
参
加
の
活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
、
健
康

の
保
持
増
進
や
体
力
づ
く
り
を
推
進
し
て

い
く
こ
と
で
す
。

　

三
芳
町
教
育
委
員
会
で
は
、
町
の
第
４

次
総
合
振
興
計
画
で
掲
げ
る
教
育
分
野
の

方
針
の
基
本
計
画
Ⅲ
「
豊
か
な
生
涯
学
習

を
は
ぐ
く
む
ま
ち
づ
く
り
」
と
、
教
育
基

本
法
の
「
生
き
る
力
」
と
い
う
理
念
を
踏

ま
え
た
三
芳
町
教
育
振
興
基
本
計
画
（
平

成
24
～
27
年
度
）を
策
定
し
推
進
中
で
す
。

　

本
年
度
は
、
そ
の
基
本
計
画
の
最
終
年

度
。
計
画
の
総
仕
上
げ
に
向
け
、
重
点
的

に
実
施
す
る
施
策
を
定
め
、
取
り
組
ん
で

い
き
ま
す
。

豊かな心と
健やかな体の育

成確かな学力と
自立する力の育

成

生き生きと輝く学びの場

青少年が、生き生きと成長していくこ
とを願い、家庭の教育力の向上を図る
ための情報提供や、各種事業を実施し
ていきます。青少年を安全に見守り、
子育てを地域が支えていけるような環
境を作るため、地域全体がコミュニティ
の維持・形成を行い、地域教育力の向
上を図っていくことをめざします。

１　家庭教育・子育て支援
　　家庭教育学級活動の推進など
２　�地域の教育力の充実と子どもの居
場所づくり

３　青少年教育と健全育成の推進

２

家庭・地域の
教育力の向上

1



みんなの消防

ＦＡＸ119番
通報電話で119

番が困難な場
合の

問い合わせ：
消防本部　指

揮統制課　☎
261-6031

火災・救急の出場状況（平成 26年） 点検していますか？住宅用火災警報器

昨年の三芳町・富士見市・ふじみ野市での火災件数は 124 件。
前年に比べ 36 件増加し、死者２人、負傷者 13 人でした。また、
救急車の出場件数は１万 910 件で、前年に比べ 404 件増加し
ました。

いざ、というときにしっかり機能するように、「電池切れの確
認」「日常の手入れ（ホコリ除去など）」「10
年を目安に交換」を注意し、購入の際は、右
記のマークがついているものを選びましょう。

1 日約 3 0 件も救急車が出場 1 0 年を目安に交換しましょう

入 間 東 部 地 区 消 防 組 合
（三芳町・富士見市・ふじみ野市）

■
火
あ
そ
び
は　
し
な
い
さ
せ
な
い　
火
事
の
も
と
（
入
間
東
部
地
区
消
防
組
合　
防
火
標
語
）
■
も
う
い
い
か
い　
火
を
消
す
ま
で
は　
ま
あ
だ
だ
よ
（
全
国
統
一
防
火
標
語
）

三芳町から発送する一般用郵便封筒に広告を掲載
できます。企業ＰＲや店の宣伝などにご活用で

きますので、ぜひご利用ください。

郷土の生活・文化・歴史を伝えるボランティアの
養成講座を開催。全 10 回の講座で 7 回以上の

出席で修了。修了者は、三富塾活動ボランティアとし
て登録ができます。郷土の歴史や文化に興味のある人
はぜひ参加ください。詳細は申込者に通知します。

スマホや携帯から撮った写真も大丈夫。
町内の風景や町の赤ちゃんや子ども

の写真、三芳町に関する写真であれば何で
も OK ！「いいね ! 三芳町」のフェイスブックで応
募作品を公開中。グランプリと最も多く「いいね！」
を獲得した作品には表彰状と副賞を贈呈します。申
込締切は 4 月 10 日。

日にち 回と内容 会場※
5/16 ㈯ ①三富の歴史（地割編） 1
5/30 ㈯ ②三富の歴史（文化財編） 2
6/21 ㈰ ③農具・民具の取扱実習 3
7/4 ㈯ ④藍染め実習 1
7/18 ㈯ ⑤火おこし実習 1
8/30 ㈰ ⑥生葉染め実習 3
9/3 ㈭ ⑦まが玉作りと焼き芋実習 1
9/26 ㈯ ⑧体験事業の実践 3
11/5 ㈭ ⑨ヤマの素材で工作実習 1
12/20 ㈰ ⑩体験事業の実践 1

教室 おもな受講日 定員
藤久保教室 金曜日の午前中 100 人
中央教室 金曜日の午前中 60 人
竹間沢教室 木曜日の午前中 60 人

募　集お知らせ
miyoshimiyoshi

recruitnews

問　財務課　内 417

問　秘書広報室　内 314問　歴史民俗資料館　☎ 049-258-6655

問　藤久保・竹間沢公民館　☎ 258-0690・☎ 259-8311

企業ＰＲや店の宣伝に
三芳町郵便用封筒広告募集

information+
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miyoshimiyoshi
三芳の魅力を写真で伝える
写真コンテスト開催中！

三芳の歴史を伝えませんか？
三富塾活動ボランティア養成講座

▶封筒規格…角型２号封筒
▶募集期間…４月１日㈬〜 24 日㈮まで
▶掲載規格…縦８cm ×横 10cm（一枠）
▶作成枚数…２万枚　▶掲載料金…６万円
▶試用期間…印刷した封筒の在庫がなくなるまで
▶申込方法…申込書に記入し、財務課に提出。

▶対象　�郷土学習などを目的とした文化財ボランティアに
関心のある人（年齢・性別不問）

▶定員　10 人（先着順）　▶参加費　無料
▶申込方法…4 月 30 日㈭までに歴史民俗資料館に電話、
もしくは直接窓口で申し込み。

▶入学資格　�町内在住の満 60 歳以上で、通学可能
な人

▶�申し込み・問い合わせ…４月 23日㈭から申込開始。平
日 9：00〜 17：15までに希望する公民館（中央教室
は藤久保公民館）へ申し込み。代理申込不可。定員に
なり次第締め切ります。（先着順）

�※中央教室の受講会場は新中央公民館。

無料無料

募　集お知らせ
miyoshimiyoshi

recruitnews

↓
現
在
使
用
中
の
封
筒
。
左
が
表
面
、
右
が
裏
面
。
こ
の
よ

う
な
形
で
印
刷
さ
れ
ま
す
。
町
か
ら
発
送
す
る
際
に
使
用
す

る
た
め
、
多
く
の
人
の
目
に
触
れ
る
こ
と
が
期
待
で
き
ま
す
。

※１＝旧島田家住宅　２＝三富地内　３＝歴史民俗資料館
（注意）各会場には駐車場の用意がありません。

社
会
で
豊
か
な
経
験
を
積
ん
だ

皆
さ
ん
が
、
同
じ
立
場
で
学
び
、

活
動
し
、
教
養
を
高
め
な
が
ら
仲

間
と
集
ま
り
、
人
生
を
豊
か
な
も

の
に
し
て
い
く
大
学
で
す
。
写
真

は
コ
ー
ラ
ス
部
発
表
の
様
子
。

ＦＡＸ 119番
通報用紙に記入 119番に送信 ＦＡＸ119 受信

確認書が届く
消防車、救急車

出動

〒 356-0058　ふじみ野市大井中央１－１－１９
☎ 261-6000( 代 )　 261-4395

http://www.irumatohbu119.jp
: shobo@irumatohbu119.jp( 代 )

火災の問い合わせ　☎ 263-0119（音声案内）
救急病院のご案内　☎ 261-6031（休日・夜間）

専用用紙（各消防署・消防組
合ホームページ内にあり）に
必要事項を記入する。

自宅から市外局番はいれず
に「119」番のみダイヤルし、
送信してください。

消防署が受信すると自宅ＦＡ
Ｘに「ＦＡＸ 119 受信確認
書」を送信します。

到着まで、安全な場所へ避難。
病歴や連絡の取れる人の情報
がわかる資料などを用意。

消防救助技術指導会

見学自由

救助隊員の「甲子園」

車で来場の場合は富士見市民文化会館・キラリふじみの駐車場をご利用ください。

場所：消防訓練場（東消防署）：富士見市鶴馬 1850-1
内容： 救助技術の正確性・迅速性を競う、埼玉県第２ブ

ロック消防救助技術指導会を開催します。
問い合わせ：消防本部総務課　☎ 261-6004

9:00～

学び、楽しむ大学
高齢大学受講生募集

4/23
申込開始

・藤久保公民館…☎ 258-0690　FAX258-9625
・竹間沢公民館…☎ 259-8311　FAX259-8345

4/10
申込締切

▲

応募条件
三芳町内で撮影した写真・三芳町にゆかりのあるものを写し
た写真であること/ほかのコンテストに応募していないもの/
ファイル形式はJpegで2ＭＢ以内/ひとり２作品まで▲

応募方法　
町ホームページの申込フォームからご応募ください。秘書広
報室に直接持参も可。詳細は担当へお問い合わせください。

（
お
詫
び
）
３
月
号
の
９
ペ
ー
ジ
内
、
み
よ
し
キ
ッ
ズ
ダ
ン
サ
ー
ズ
の
左
か
ら
４
番
目
の
お
子
様
の
名
前
に
誤
り
が
ご
ざ
い
ま
し
た
。

正
し
く
は
「
大
平
七
華
」
さ
ん
で
す
。
お
詫
び
し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。
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一般会計の歳入

町では、厳しい財政状況の中、限られた財源を活かしサービス
を行っています。税金がどのように活かされているのか、平成
27 年度予算案の概要をご報告します。 財務課 415

平成 27 年度 

民生費（33.8％）
41億4,428万円

総務費（14.3％）
17億5,086万3千円

土木費（11.4％）
13億9,549万2千円

教育費（13.8％）
16億8,948万円

公債費（10.5％）
12億8,112万8千円

衛生費（8.9％）
10億9,606万4千円

消防費（4.9％）
5億9,723万3千円

その他（0.5％）
5,930万5千円

議会費（1.1％）
1億3,900万3千円

農林水産業費（0.8％）
9,797万7千円

厳
し
い
財
政
状
況

　

町
の
財
政
状
況
は
以
前
に
も
増
し

て
、
大
変
厳
し
い
状
態
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

こ
う
し
た
な
か
平
成
27
年
度
三
芳

町
一
般
会
計
予
算
案
を
作
成
し
議
会

に
上
程
し
ま
し
た
。
予
算
が
決
定
す

る
こ
と
は
、
町
が
行
っ
て
い
く
事
業

を
決
定
し
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。
予

算
編
成
の
過
程
を
経
た
、
今
年
度
の

予
算
案
を
公
開
し
ま
す
。

一
般
会
計
の
概
要

　

町
の
自
主
財
源
で
あ
る
町
税
の
増

は
見
込
ま
れ
ず
、
今
後
も
「
福
祉
・

医
療
・
介
護
」
な
ど
の
社
会
保
障
経

費
の
自
然
増
の
傾
向
は
続
い
て
い
き

ま
す
。
ま
た
、
建
設
事
業
の
実
施
で

町
債
が
増
加
し
た
こ
と
に
よ
り
、
今

後
の
返
済
経
費
（
公
債
費
）
の
増
も

見
込
ま
れ
ま
す
。
さ
ら
に
家
庭
で
の

預
金
に
あ
た
る
基
金
残
高
は
底
を
つ

く
状
態
で
す
。

　

限
ら
れ
た
財
源
で
あ
っ
て
も
、
行

政
サ
ー
ビ
ス
を
低
下
さ
せ
な
い
た
め

に
、
既
存
事
業
の
見
直
し
や
、
新
規

事
業
を
厳
し
く
精
査
し
、
予
算
を
編

成
し
ま
し
た
。

MIYOSHI11 MIYOSHI 10

特別会計項目 当初予算等金額 前年比 問い合わせ
国民健康保険特別会計 5,074,923 千円 11.29% 住民課保険年金 154
後期高齢者医療特別会計 363,798 千円 2.71% 住民課保険年金 157
介護保険特別会計 1,928,257 千円 1.16% 健康増進課介護保険 184

水道事業
会計

収益的収入 839,717 千円 1.65%
上下水道課水道業務

上下水道課下水道業務
248

☎ 049-274-1014

収益的支出 836,810 千円 1.88%
資本的収入 432,104 千円 39.89%
資本的支出 580,263 千円 △ 14.47%

下水道事業特別会計 809,020 千円 △ 6.45%

当初予算の推移
一般会計

予算三芳町の  

　

予
算
総
額
は
１
２
２
億
５
，

０
８
２
万
５
千
円
、
前
年
度
と
比
較

し
て
１
８
．
２
％
減
額
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

歳
入
の
主
な
も
の
は
、
町
税
が
全

体
の
57
・
８
％
を
占
め
、
国
庫
支
出

金
９
・
６
％
、
町
債
８
・
７
％
、
繰
入

金
６
％
、地
方
消
費
税
交
付
金
６
％
、

県
支
出
金
５
・
５
％
な
ど
で
す
。

　

歳
出
の
主
な
も
の
は
、
民
生
費
が

全
体
の
33
・
８
％
を
占
め
、
つ
づ
い

て
総
務
費
14
・
３
％
、
教
育
費
13
・

８
％
、
土
木
費
11
・
４
％
、
公
債
費

10
・
５
％
、
衛
生
費
８
・
９
％
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

主
な
事
業
は
、
小
学
校
空
調
設
備

設
置
事
業
、ス
マ
ー
ト
IC
関
連
測
量
・

設
計
等
事
業
、
防
災
行
政
無
線
（
固

定
系
）デ
ジ
タ
ル
化
移
行
整
備
事
業
、

旅
券
発
行
事
業
な
ど
を
予
定
し
て
い

ま
す
。　

特
別
会
計
の
概
要

　

特
別
会
計
は
、
予
算
を
使
用
す
る

用
途
が
限
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
一
般

の
歳
入
歳
出
予
算
と
区
別
し
て
行
わ

れ
て
い
る
会
計
で
す
。
町
に
は
国
民

健
康
保
険
、
後
期
高
齢
者
医
療
、
介

護
保
険
お
よ
び
下
水
道
事
業
の
４
つ

の
特
別
会
計
と
水
道
の
企
業
会
計
が

あ
り
ま
す
。

　

特
別
会
計
の
中
で
も
国
民
健
康
保

険
は
厳
し
い
財
政
状
況
等
の
た
め
、

特
定
健
診
の
第
２
期
計
画
が
ス
タ
ー

ト
し
た
こ
と
で
、
多
く
の
皆
さ
ん
に

特
定
健
診
を
受
診
し
て
い
た
だ
き
、

自
身
の
健
康
管
理
、
疾
病
の
早
期
発

見
、
重
症
化
を
予
防
す
る
こ
と
で
、

国
民
健
康
保
険
財
政
運
営
の
健
全
化

に
つ
な
げ
て
い
ま
す
。

　

介
護
保
険
特
別
会
計
は
、
高
齢
者

の
増
加
に
よ
り
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
利

用
増
が
見
込
ま
れ
る
こ
と
に
よ
り
前

年
度
よ
り
も
増
と
な
り
ま
し
た
。

　

企
業
会
計
の
水
道
事
業
は
、
経
費

削
減
、
健
全
経
営
し
、
安
定
給
水
に

努
力
し
て
い
き
ま
す
。

平成 25 年度決算額 　約 106 億円

平成 26 年度見込額 　約 132 億円

平成 27 年度見込額 　約 145 億円

平成 25 年度決算額 約 10 億円 

平成 26 年度見込額 約 8 億円

平成 27 年度見込額 約 0.5 億円

▼年度末借入金 ( 地方債 ) 残高
　一般会計の残高

▼年度末貯金 ( 基金 ) 残高
　財政調整基金、特定目的基金の合計

117億
116億
115億
114億
113億
112億
111億

150億
〜

一般会計の歳出〈 借入金・貯金の状況 〉

▼平成 26年度から
27億 2,666 万円
の減額 (一般会計 )

平
成
23
年
度

平
成
24
年
度

平
成
25
年
度

平
成
26
年
度

平
成
27
年
度

過去５年間の推移

１
１
６
億
８
７
８
８
万
５
千
円

１
１
６
億
６
３
５
９
万
６
千
円

１
１
３
億
５
６
５
５
万
９
千
円

１
２
２
億
５
０
８
２
万
５
千
円

１
４
９
億
７
７
４
８
万
５
千
円

町税（57.8％）
70億8,428万4千円

国庫支出金（9.6％）
11億7,112万6千円

町債（8.7％）
10億6,680万円

繰入金（6.0％）
7億3,824万1千円

地方消費税交付金（6.0％）
7億3,100万円

諸収入（0.9%)
1億0,829万2千円

分担金、負担金(1.5%)
1億8,288万円

その他(1.7%)
2億1,732万6千円

地方譲与税(0.7%)
8,180万円

県支出金（5.5％）
6億6,907万円6千円

繰越金（1.6％）
2億円

歳入
122億 5,082 万

5千円

平成 27 年度　一般会計予算額

平成 26 年度　一般会計予算額

122 億 5,082 万 5 千円

149 億 7,748 万 5 千円

歳出
122億 5,082 万

5千円
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｢

講｣

と
は
、
中
世
の
中
頃
以

降
、
民
衆
に
よ
り
結
成
さ
れ
た
仏

事
や
神
事
を
行
う
た
め
の
集
団
で

す
。
寺
院
・
神
社
な
ど
の
維
持
や
、

集
団
参
詣
を
行
い
ま
し
た
。
近
世

に
な
る
と
、
行
楽
を
兼
ね
て
富
士

講
や
大
山
講
、
戸
隠
講
・
御
嶽
講
と
い
っ

た
名
山
・
霊
場
な
ど
へ
参
詣
す
る
た
め
の

講
が
生
ま
れ
ま
し
た
。

　

今
回
紹
介
す
る
榛
名
講
は
、
群
馬
県
の

ほ
ぼ
中
央
に
位
置
す
る
榛
名
山
を
信
仰
の

対
象
と
し
、
中
世
以
降
に
は
榛
名
山
寺
・

満
行
寺
な
ど
と
称
さ
れ
、
戦
国
武
将
や
庶

民
か
ら
も
信
奉
さ
れ
繁
栄
し
ま
し
た
。
江

戸
時
代
に
は
、
徳
川
家
の
菩
提
寺
で
あ
る

寛
永
寺
の
傘
下
に
入
り
、
関
東
一
円
に
拡

大
し
た
榛
名
講
の
組
織(

代
参
講)

に
よ

り
、
多
く
の
信
者
が
参
拝
し
ま
し
た
。
榛

名
講
の
分
布
は
、『
郡
村
銘
細
簿
』
に
よ

る
と｢

下
野
・
岩
代
・
信
濃
・
武
蔵
・
越
後
・

安
房
・
相
模
・
甲
斐
・
上
総
・
下
総
・
常

陸｣
十
一
ヶ
国
の
九
一
郡
九
一
九
五
ヶ
村

に
分
布
し
て
い
ま
し
た
。
中
で
も
武
蔵
国

は
二
一
郡
二
四
六
二
ヶ
村
に
存
在
し
、
榛

名
講
の
一
番
濃
密
な
分
布
地
域
で
し
た
。

　

三
芳
町
内
の
榛
名
信
仰
は
個
人
詣
で
は

な
く
、
代
参
講
が
主
流
で
あ
り
、
町
内
で
は

榛
名
講
の
こ
と
を｢

ハ
ン
ナ
コ
ウ｣

と
言
い

な
ら
わ
し
て
い
ま
し
た
。
上
富
地
区
で
は
か

つ
て
、
下
山
日
待
ち
の
こ
と
を
ハ
ン
ナ
コ
ウ

と
称
し
、
こ
の
ハ
ン
ナ
コ
ウ
に
区
の
構
成
員

(

各
戸)

が
集
ま
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
日
に

区
の
総
会
を
開
い
て
い
た
と
い
い
、
榛
名
信

仰
が
か
な
り
定
着
し
て
い
た
こ
と
が
う
か
が

え
ま
す
。
し
か
し
、
時
代
の
流
れ
に
よ
り
、

上
富
の
ハ
ン
ナ
コ
ウ
は
昭
和
六
十
年
を
最
後

に
解
散
と
な
り
ま
し
た
。

　

三
芳
で
の
榛
名
講
結
成
時
期
を
明
ら
か

に
す
る
資
料
は
残
念
な
が
ら
確
認
さ
れ
て

い
ま
せ
ん
が
、
竹
間
沢
の
竹
間
神
社
境
内

に｢

榛
名
満
行
大
権
現　

弘
化
五
戊
申
歳

（
一
八
四
八)　

世
話
人　

村
役
人
中　

竹

間
澤
邑　

氏
子
中｣

と
刻
ま
れ
た
小
祠
が
あ

り
ま
す
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
少
な
く
と
も
江

戸
後
期
に
は
榛
名
講
が
存
在
し
た
こ
と
が
わ

か
り
ま
す
。

中央図書館　☎ 258-6464
開館時間 /10:00 ～ 19:00（土・日18:00まで )
休館日 / 毎週月曜日、月末、土・日除く祝日
竹間沢分館　☎ 274-1722
開館時間 /11:00 ～ 18:00
休館日 / 毎週月曜日、月末、土・日除く祝日
※選挙のため 4 月 12 日㈰・26 日㈰は休館
地域文庫
児童書の貸出、お話会などを行います
つくし文庫…4月18日㈯　10:00～12:00
場所/上富第１区集会所
あらた文庫…毎週火曜日15:30～18:00

図書館だよ り

　
　

み
よ
し

歴
史
探
訪

施設名 休日急患診療所 第二休日診療所 小児時間外救急診療所 イムス富士見総合病院（入院等が必要な救急小児）
所在地 ふじみ野市駒林元町 3-1-20 富士見市鶴馬 3351-2 ふじみ野市駒林元町 3-1-20 富士見市鶴馬 1967-1

電話番号 049-264-9592 049-252-4050 049-264-9592 049-251-3060
診療日 日曜・祝日・年末年始 日曜・祝日 月～土曜 月・木曜

診療時間 09：00 ～ 16：00
20：00 ～ 22：00 9：00 ～ 16：00 20：00 ～ 22：00 月・木曜が平日　18:00 ～翌朝 8:00 まで

月・木曜が祝日　 8:00 ～翌朝 8:00 まで

休日・夜間・小児時間外診療所

カンタン！野菜づくり100の基本
ベランダ＆ガーデン栽培の
知りたかったことがズバリ！

ブティック社 2014 年 5 月発行
請求記号：626　ブテ

※
子
ど
も
向
け
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
Ｐ
24
に
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

～ 

榛
名
講
～

 

問
文
化
財
保
護
課
☎
２
５
８
―
６
６
５
５

ベランダや庭でできる野菜づくりのポイント
を 100 の項目で紹介。種や苗の選び方など
の準備から、育て方、トラブル対策、収穫の
時期や露地栽培の方法まで、多くの写真やイ
ラストで解説。初心者にもわかりやすい。

〝家庭菜園・ガーデニング〟関連本別置紹介中

保健センター　〒 354-0041　藤久保 185-1　☎ 258-1236　 258-5994　
hoken@town.saitama-miyoshi.lg.jp

保健・健康 / Health

◀
竹
間
沢
神
社
境
内
に
あ
る

榛
名
満
行
大
権
現
の
石
祠
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一般書

02

５/27㈬・28㈭・29㈮
8:30/9:00/9:30/10:00/10:30/11:00

検診申込期間
４月１日〜 30日まで

大人のための図書館・医療講座
ー自宅でできる簡単ストレッチ　基本編ー

５月17日㈰　14:00 ～ 15:00　受付 13:45 ～
▶内容　肩こり・腰痛・ひざの痛みを予防するストレッチ
▶会場　中央図書館視聴覚室　▶講師　柔道整復師：梶 弘之氏
▶定員　30人  ▶申し込み…４月７日㈫から中央図書館で受付。電話可。

無料

胃 がん検診
▶費用：500円

実施日時
35歳以上

の男女

前期募集開始

申し込み時の注意事項

例えば健康診断受けた結果…

…そんなときにご活用ください
昨年度まで木曜日に行っていた「大人の健康相談」が水曜日に変更になりました。保健師や管理栄養士が、
生活改善のための相談にのり、アドバイスをします。保健センターにお問い合わせください。

（第３水曜日開催中）

血圧が！コレステロールが高い！

大人の健康相談

健やかな毎日を送るため、ぜひ活用
を！

▶対象…35 歳以上の男女　▶申込方法…保健センター窓口・はがき・FAX・メール・QR コードで申し込みください。

が
ん
検
診
申
込

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

【はがき・FAX・メールの場合】下記を記入し保健センターに申し込みください。
①胃がん検診申し込み　②住所　③氏名（ふりがな）・性別　④生年月日　⑤日中連絡可の電話番号
⑥検査日の希望（第３希望まで記入可。希望がない場合は「希望なし」と記入）

■がん検診の希望は「日程」のみです。時間指定はできません。
■はがきは締切当日消印有効。Fax・Email・QR コードは締切日まで受付。
■受付人数を確認します。１回につき複数名のお申込みはご遠慮ください。
■日程の希望が多い場合は抽選を行います。先着順ではありませんので、希望の日程を確認してください。
■特別な場合を除き、家族以外の代理申込みはご遠慮ください。
■検（健）診受診日に町外に転出している場合は、町の検（健）診の対象にはなりません。
■同一年度内に同じ検（健）診を 2 回受診することはできません。

▶下記に該当する人は集団検診のバリウム検査はできません
➊食道、胃、小腸、大腸等、開腹手術（腹腔鏡下手術も含む）を受けたことがある（主治医と要相談）　➋食道、胃、小腸、大腸等の疾患を治療中、
経過観察中（主治医と要相談）　➌腎不全で透析中や心疾患のため水分制限を受けている　➍バリウム（造影剤）へのアレルギーがある、バリウム
の検査で過去に気分が悪くなったことがある　➎慢性呼吸器疾患等で常時酸素吸入をしている　➏妊娠中、またはその可能性がある（授乳中は可能）
➐重度の便秘（バリウムによる腸閉塞を起こす可能性があります）
＊その他、検診車内でのレントゲン検査（バリウム検査）のため、バスへの移動や検査台への移乗などに不安のある人は医療機関での検診をお勧め
します。また、バリウム検査の実施に際し、移乗した検査台が大きく左右に動きますので、過去に検査中および検査終了後にめまい・吐き気、検査
台につかまっていられない人も医療機関での検診をお勧めします。

４/ １９ にちようび　じかんは したをみてね！

当日参加 ・ 無料
かぞくで きてね！

えほんの読み聞かせや、 昔懐かしい自転車紙芝居など、 子ども読書
の日の記念事業として行います。 ご家族でぜひお越しください。

① 10 ： 30 ～ 10 ： 55/ えほんの部屋１～３歳向け（ 図書館内）　※必ず保護者同伴

② 11 ： 00 ～ 11 ： 15/ 自転車紙芝居（ 図書館前みらい広場で）

③ 11 ： 20 ～ 12 ： 00/ えほんの部屋３歳～小学生向け（ 図書館内）

④ 12 ： 05 ～ 12 ： 20/ 自転車紙芝居（ 図書館前みらい広場で）

えほんワールド

MIYOSHI 14
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和太鼓教室
　　　　　生徒さん募集

和太鼓という楽器を扱う基礎打法から、みんなで音を合わせて
一つの曲を演奏するための応用まで親切丁寧にご指導します。

和太鼓スタジオ「鼓屋」　三芳町藤久保850-5
☎049-293-5820（太鼓部） メール contact@kajihei.com
http://kajihei.blog136.fc2.com
←50歳・60歳・70歳からのニコニコシニアクラス同時募集！

6歳
から

参加
でき
ます
！

観光バス・貸切バスは
お任せ下さい！

志木発の高速バス「VIPライナー」も運行中！

INFORMATION

三芳町役場 ☎ 049(258)0019（代表）
〒354-8555 三芳町大字藤久保 1100 ｰ 1

お知らせ
「募集」「イベント」「お知らせ」など
暮らしに役立つ情報をお届けします。

日本に住んでいる 20 歳以上 60 歳未満
のすべての人は、国民年金に加入するこ
とになります。加入者は、職業などによっ
て３つのグループに分かれ、それぞれ加
入手続きが異なります。
第１号被保険者　自営業者、学生、フリー
ター、無職の人などで、加入手続きはご
自分の住所地の市区役所・町村役場の国
民年金担当窓口で行います。
第２号被保険者　会社員や公務員など、
厚生年金保険や共済組合に加入している
人で、加入手続きは勤務先が行います。
第３号被保険者　第２号被保険者に扶養
されている配偶者で、加入手続きは第２
号被保険者の勤務先を経由して行います。
問 住民課保険年金担当内 156

国民年金は
誰もが加入する制度です

はつらつ元気教室

身体のゆがみを知り、肩こり・腰痛を予
防するための運動を紹介します。
バランスの良い食事のとり方やお口のケ
アについても学びます。
体とお口の健康を保ち、いつまでもはつ
らつ笑顔で輝きましょう。
▶日時　全日共通　10:00 ～ 12:00
　5 月 22 日㈮、29 日㈮、6 月 5 日㈮
▶会場 竹間沢公民館ホール
▶料金 無料
▶対象 町在住 65 歳以上の人
▶定員 30 人
▶持ち物　水分補給用の飲み物
▶申込み　 地域包括支援センターまで
　　　　　電話または窓口で申し込み
問 　健康増進課地域包括支援センター内 188

リハビリ相談

膝痛、腰痛は悪化すると介護を必要とす
る原因になる可能性があります。理学療
法士・作業療法士が 30 分ほどの個別面
談を行い、各個人の状態に合わせ、痛み
の悪化や筋力の低下を予防するためのア
ドバイスをします。毎月 1 回開催して
います。8 月以降の日程については問い
合わせください。
▶日時
　5 月 8 日㈮、6 月 10 日㈬、7 月 10 日㈮
　全日共通（30 分間）
　9:30 ～、10:00 ～、10:30 ～
▶会場　 藤久保公民館図書室
▶料金 無料
▶対象 町在住 65 歳以上の人
▶定員 各時間 1 人、1 日 3 人まで
▶申込み　 地域包括支援センターへ電話

または窓口で必ず申し込み
問 　健康増進課地域包括支援センター内 188

地域版総合戦略の策定において、広く住
民の皆さんから意見をいただくために

「三芳町まち・ひと・しごと創生総合戦
略審議会」の委員公募を実施します。
▶ 募集人数　2 人　
　 書類選考等を実施します。また、より

多くの人に行政へ参画してもらうた
め、町の審議会委員等の就任歴を考慮
させていただく場合があります。

▶応募資格
　①まちづくりに関心がある人
　②町在住の 20 歳以上
　③平日の日中の会議に出席が可能な人
　　（年 5 回程度）
▶ 任期　
　平成 27 年度中（平成 28 年 3 月末日まで）
▶ 応募方法
　 応募申込書に必要事項を記入の上、「私

の考える三芳町の特色や地域資産を生
かしたまちづくり」を題材に 400 字
程度（様式任意）の作文を添えて、持
参、郵送、メールで役場 4 階政策推
進室へ提出してください。

問 政策推進室政策推進担当内 423
seisaku@town.saitama-miyoshi.lg.jp

三芳町まち・ひと・しごと
創生総合戦略審議会委員募集

町住宅用太陽光発電システ
ム設置費補助金

【対象住宅】
・既存住宅に太陽光発電を設置の場合
・太陽光発電付き新築住宅を購入の場合
・ 太陽光発電付き新築建売住宅を購入の場合

※集合住宅は対象外
【補助対象者】
・対象住宅に電力供給する目的で 1kw
  以上の発電システムを設置する人
・対象住宅に自ら居住する人、申請年度
　内に町内に居住する予定であり当該地
　が住民基本台帳に記載されている人
・建築物の敷地等に建築基準法、都市計
　画法等の違反がない人
▶補助金額　太陽光発電システム 1kw
　以上のものに対し一律 50,000 円
▶受付件数　30 件
▶申請期間　4 月 13 日㈪から
※申請受付は先着順となり予算額に達し
　た時点で受け付けを終了します
問環境課環境対策担当内 216・217

中央公民館が５月 15 日㈮に正式開館し
ます。その正式開館を前に、お試し利用
を実施します。今回のお試し利用は、公
民館登録団体による、部屋の大きさや設
備を確認するための、利用内容となりま
す。
▶日時　 ５月　８日㈮ 13:00 ～ 20:00
　　　　５月 10 日㈰ 10:00 ～ 13:00
　　　　５月 12 日㈫ 10:00 ～ 16:00
　 上記の３日間のいずれかで１回のみ。

より多く利用していただくため利用時
間は１時間と限ります。

▶会場　中央公民館　
　住所　三芳町大字北永井 348 番地 2
※ 駐車場に限りがあります。乗り合わせ

等にご協力ください。
▶対象　公民館登録団体のみ
▶ 申込み　４月 13 日㈪～ 15 日㈬　　           

10:00 ～ 15:00、電話予約のみの受付
※ 公共施設予約システム、公民館窓口で

の予約はできません。注意ください。
問中央公民館 ☎ 258-0050

新中央公民館開館
「お試し利用」の実施

土曜体験教室
｢まが玉を作ってみよう｣

縄文時代から作られていた「まが玉」。
好きな色や形のまが玉を作ってみませんか。
▶日時　4 月 25 日㈯　10:00 ～ 12:00
▶会場　歴史民俗資料館 2 階研修室
▶参加費　300 円　　▶定員　20 人
▶申込締切　4 月 23 日㈭
問　歴史民俗資料館 ☎ 258-6655

遺言の日記念
相続問題相談会

埼玉弁護士会では、遺言の日を記念して、
遺言および相続に関する法律相談に応じ
ます。
▶日時　4 月 18 日㈯
　13:00 ～ 16:00（受付 15:30 まで）
▶ 会場　  埼玉弁護士会法律相談センター
　　　　 さいたま市浦和区高砂 4-2-1

パークハウス 1F
▶料金　無料　　▶申込み　 不要
問埼玉弁護士会法律相談センター
☎ 048-710-5666

▶ 日時 4 月 19 日㈰　9:00 ～ 12:00
▶会場 消防本部大講堂
▶対象  三芳町・富士見市・ふじみ野市

在住、在勤、在学者
▶定員　30 人
▶ 申込み　 4 月 6 日㈪～ 10 日㈮の間に

下記へ連絡し予約
問 入間東部地区消防組合消防本部救急課
☎ 261-6673（平日のみ 8:30 ～ 17:00)

普通救命講習

町では、緑化推進を強化する必要から４
月 1 日より自然環境担当を環境課に設
置します。
スマートインターチェンジの整備を図る
ため、道路交通課にスマートインター
チェンジ整備担当を設置します。
また、総務課の人権推進担当と文書庶務
担当を統合して人権・庶務担当とします。
問 政策推進室政策推進担当内 422 ～ 424

�町の組織の担当が変わります

副町長に西村朗氏が就任
各委員が決まりました

副町長　西村朗

第２回三芳町議会定例会において議会の
同意を得て、４月 1 日付けで前埼玉県
職員の西村朗氏が三芳町
副町長に就任しました。
問 総務課　内 407・408
また、議会の同意を得て、
各委員が就任しました。
○監査委員…荻島詔氏（新任）
　問 総務課人権庶務担当内 402 ～ 405
○公平委員…平岡直也氏（再任）
　問政策推進室政策推進担当内 422 ～ 424
○教育委員…長野真寿美氏（再任）
　問 教育総務課施設庶務担当内 533

平成 27 年度第 1 回埼玉県警察官採用試
験が次のとおり行われます。
▶受付期間　4 月 1 日㈬～ 14 日㈫
▶試験日　第 1 次　5 月 10 日㈰
▶ 最終合格発表　8 月 24 日㈪
※ 受験申込書、受験案内は埼玉県警察本

部、埼玉県内の各警察署、交番、駐在
所で配布しています。詳細は下記ホー
ムページをご確認ください。

http://www.police.pref.saitama.
lg.jp/saiyo/kesatsukan/index.html
問　東入間警察署 ☎ 049-269-0110

平成 27年度　第 1回
埼玉県警察官採用試験
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「秋の川越」
「潮騒の町」
好評発売中！ 電気工事業･管工事業/埼玉県知事（般-24）第45897号

三芳町上富1552

☎（049）258-0470（代）　FAX（049）258-9828

快適空間の創造　　エアコンのことなら！

手話奉仕員養成講習会

初めて手話を学ぶ人を対象に、手話奉仕
員の養成講習会を開催します。富士見市
と共同で実施しますので、三芳会場と富
士見会場どちらでもご都合のよい会場で
受講できます。この機会に手話を始めて
みませんか。（保育あり）
▶対象　�高校生以上の三芳町および富士

見市在住・在勤者
〔三芳会場〕
▶�日程　
�　�４月 15 日から平成 28 年３月 23 日
毎週水曜日　(夜 )　全 46回
　（祝日、８月12日、12月30日を除く）
▶会場　藤久保公民館・竹間沢公民館
〔富士見会場〕
▶�日程　
　�４月 15 日から平成 28 年３月 23 日
毎週水曜日　(午前 )　全 46回
　（祝日、８月12日、12月30日を除く）
▶会場　�富士見市民福祉活動センター
　　　　「ぱれっと」
※�開催の曜日や時間に一部変更がある場
合があります。日程・会場の詳細は、
申込書に記載します。

▶定員　�各会場とも 20人
�����������（定員を超えた場合は抽選）
▶参加費　5,000 円（テキスト代・保険料）
※�保育利用の際は、お子様１人につき保
険料 1,300 円が別途必要です。

▶�申込み　富士見市社会福祉協議会また
は福祉課にある申込書に必要事項を記入
し、４月 10日㈮までに、富士見市社会
福祉協議会へ郵送またはFAXまたは持
参で提出してください。

問�富士見市社会福祉協議会
　☎049-254-0747 FAX 049-252-0111
　福祉課障がい者支援担当内 177・178

保育所の臨時職員募集

第2、第3保育所の臨時職員の募集を行
います。任期については半年ごとです。
(更新有 )
▶募集内容　保育士　若干名（4人以内）
▶勤務地　第 2保育所・第 3保育所
▶期間　4月 1日～平成 28年 3月 31日
▶勤務　月～金の週 5日
　���7:00 ～ 19:15 の間の 7時間 45分
▶資格　�保育士の資格を有する人
　　　　または保育補助
▶賃金　
�　有資格者日給 8,400 円、時給 1,000 円
　保育補助日給 7,750 円、時給 920円
▶�申込み
　�臨時職員登録申込書を総務課へ提出。
申込書は町HPでダウンロード、総務
課、こども支援課で入手できます。

問こども支援課保育担当�内 253～ 255屋外広告物による事故防止
について

平成 27 年 2 月 15 日に札幌市で屋外広
告物の落下事故が発生しました。三芳町
内に屋外広告物を掲出および管理されて
いる人や事業者は、定期的な点検を行う
とともに、老朽化等により倒壊や落下等
のおそれがあるものについては速やかに
撤去、改修等の適切な措置を講じるなど
安全性の確保を図るようにお願いします。
問　都市計画課開発建築担当内 236・237

町では、内職をお探しの皆さんに内職に
関する情報を提供する、内職相談室を開
設しています。専門の相談員が内職相談
や斡旋 (あっせん）を行っていますので、
どうぞご利用ください。
▶開設日　毎週水曜日（祝日・年末年始除く）
▶時間　10:00～16:00（12:00～13:00除く）
▶会場　三芳町役場 2階内職相談室
▶�求人職種　コサージュ作り、シール貼
り、箱折り、サンプル封入、ボールペ
ン組立、衣装縫製など
（詳細はお問い合わせく
ださい）

問�内職相談室内 292
　観光産業課商工観光担当内 214

内職相談室をご利用ください

視覚に障がいがある人への理解を深め、
音訳朗読ボランティアとして必要な知識・
技術を学びます。
▶日程　5月 19日～ 7月 28日
　　　　毎週火曜日、全 11回
▶時間　10:00 ～ 12:00
▶会場　三芳町役場
▶対象　�町在住、在勤者で音訳朗読講習

会初級修了者、または同程度の
経験能力者

▶参加費　無料　�▶�定員　20人（申込順）
▶�申込期限　4月 30日㈭までに電話ま
たは窓口にて受付

問�福祉課障がい者支援担当内 176～ 178

音訳朗読ボランティア
講習会（中級）

第 18回埼玉県西部地域
企業合同説明会

大学生のための就職説明会です。
参加費無料、事前申込み不要、リクルー
トスーツ着用
▶日時　4月 28日㈫　受付 12:30 ～
　説明会　13:00 ～ 17:00　
▶会場　くすのきホール
　西武池袋線・西武新宿線所沢駅東口前�
▶参加企業　70社　
※�参加企業名は入間市商工会ホームペー
ジでご覧いただけます
▶�形式　企業個別ブース形式
������������1 社 30分ローテーション
▶対象　�大学 4年生、大学院生、
　　　　大学既卒者
▶主催　埼玉県西部地域雇用促進協議会
問�埼玉県西部地域雇用促進協議会事務局�
☎ 04-2964-1212�FAX 04-2964-1214

町の水道用水である地下水（1～ 5号井）
の安全性を確認するためダイオキシン類調
査を平成 26年 12月 11日実施しました。
【調査結果】
　ダイオキシン類 0.0018pg-TEQ/ℓ
【参考】　国の基準値　1pg-TEQ/ℓ
【所見】　以上の結果からダイオキシン類
は国の基準に適合（指針値の約 1/550）
しており、安全面の観点から問題のない
値であることが確認されました。
【調査方法】
水道原水および浄水中のダイオキシン類
調査マニュアルに準拠（平成 19 年 11
月厚生労働省健康局水道課）
問上下水道課水道施設担当☎274-1014

ダイオキシン類に関する
調査結果

季節の花販売、模擬店、フリーマーケッ
ト等開催します。
▶会場
4月 18日㈯　カリヨン広場（イオン隣）
4月 25日㈯　文化の杜公園（富士見体育館前）
▶時間　10:00 ～ 14:30
【フリーマーケット参加者募集】�
▶申込み　電話・メールで応募
▶�募集区画　50区画
　�※申し込み多数の場合は期間内でも　
　受付を終了する場合があります
▶出店協力金　1,000 円
▶募集期間　3月 30日㈪～ 4月 15日㈬
問障害福祉サービス事業所
入間東部むさしの作業所☎ 252-5270
http://www.musasino.sakura.ne.jp

毎年恒例！
むさしの作業所春まつり

固定資産税縦覧帳簿の縦覧

平成 27 年度固定資産税（土地・家屋）
の縦覧帳簿を縦覧できます。
▶期間　4月 1日㈬～ 6月 1日㈪
▶時間　役場開庁時間内 (土曜開庁含）
▶�場所　役場 1階税務課資産税担当
【縦覧できる人】
　�町内に所有する土地・家屋の固定資産
税の納税者およびその同居家族または
代理人

【必要なもの】
　�納税者本人を確認できるもの（運転免
許証・健康保険証）

　※代理人の場合は委任状が必要
問税務課資産税担当内 135～ 138

▶主催　三芳町弓道連盟
▶�日程　5月 3日㈰�「�開講式」～ 6月 28日㈰
　「�閉講式」まで�土・日曜日�全 10回
　5/3 ㈰・9㈯・16㈯・30㈯
　6/6㈯・13㈯・14㈰・20㈯・27㈯・28㈰
▶時間　土・日曜日とも 14:00 ～ 16:00
▶会場　三芳町弓道場����
▶対象　町在住・在勤者優先
　　　　18歳以上（高校生は要相談）
▶定員　20人　
▶参加費　2,500 円（傷害保険等）
▶�申込み　4月 26日㈰までに
　　　　��　総合体育館へ�☎ 258-0311��
問�生涯学習課スポーツ推進担当内 516
　三芳町弓道連盟　
　亀井妙子　☎ 090-9322-4868
　加藤憲男　☎ 090-8512-1042

平成 27年度
初心者弓道教室

学校支援ボランティア
養成講座

行事や学習場面の応援ボランティア養成
講座の受講者を募集します。
▶日時　4 月 25 日㈯　8:45 ～ 11:45
　5月９日㈯・23日㈯　8:45 ～ 11:45
　5月 13日㈬・18日㈪　８:45 ～ 14:30
▶対象　
　学校支援ボランティアに興味のある人
▶参加費　無料　　
▶定員　30人　
問埼玉県立所沢おおぞら特別支援学校
所沢市南永井 619-7 ☎ 04-2951-1102�

敷金（賃貸住宅）の問題に関する無料電話
相談を開催します。
▶日時　4/11 ㈯・12㈰ 10:00 ～ 16:00
▶電話相談　☎048-872-8055（当日のみ）
問�埼玉司法書士会事務局☎048-863-7861

敷金（賃貸住宅）トラブル 110番
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安全性評価認定取得安全性評価認定取得安全性評価認定取得

相談種類 曜日（祝日除） 時間 相談場所 連絡先
住民相談（弁護士等が
相談を受けます） 第 1・3 木曜 13：15 ～ 16：30 役場 1 階住民相談室（要予約） 総務課（内線 404・405）

司法書士相談 第 3 火曜 10：00 ～ 12：00 役場 1 階住民相談室（要予約） 総務課（内線 404・405）
行政書士相談 奇数月第 4 水曜 10：00 ～ 16：00 役場 1 階住民相談室（受付 : ロビー） 総務課（内線 404・405）
女性相談 第 2・4 金曜 11：00 ～ 15：20 役場 1 階住民相談室（要予約） 総務課（内線 404・405）

外国人生活相談 ①毎週月曜
②毎週木曜

① 10：00 ～ 13：00
② 13：00 ～ 16：00

ふじみの国際交流センター
( ☎相談は 269-6450） 総務課（内線 404・405）

内職相談 毎週水曜 10：00 ～ 16：00 役場 2 階内職相談室 内職相談室（内線 292）

消費生活相談 ①毎週月･火 ･ 木 ･ 金曜
②毎週水曜 10：00 ～ 16：00 ①役場 2 階消費生活相談室

②観光産業課
①消費生活相談室（内線 292）
②観光産業課（内線 214）

子育て相談 毎週月～金曜 随時受付 各保育所・子育て支援センター
第 2 保育所☎ 258-6858
第 3 保育所☎ 258-9961
子育て支援センター☎ 258-5106

こども家庭何でも相談 毎週月～金曜 9：00 ～ 17：00 役場 2 階こども支援課 こども支援課☎ 258-0055

教育相談 毎週月～金曜 9：30 ～ 16：30 総合体育館 4 階教育相談室
電話相談は☎ 274-1023 学校教育課（内線 522）

大人の健康相談 第 3 水曜（４月のみ
第４） 9：00 ～ 15：30 保健センター（要予約） 保健センター☎ 258-1236

こころの健康相談 第 2 火曜 14：00 ～ 15：30 地域生活支援センター（要予約） 福祉課障がい者支援担当
（内線 176 ～ 178）

高齢者相談
（介護・認知症相談）

①月～金曜
②月～土曜
③火～土曜

① 8：30 ～ 17：15
②･③9：00～17：00

①地域包括支援センター
②みずほ苑
③はなまる

①地域包括支援センター（内線188･189）
②みずほ苑☎ 258-9488
③はなまる☎ 258-7067

リハビリ相談
(65 歳以上対象 ) 月１回（要問合せ） 9：30 ～ 11：00 藤久保公民館 2 階図書室（要予約） 地域包括支援センター

（内線 188・189）
福祉・生活相談
生活なんでも相談 毎週月～金曜 8：30 ～ 17：15 社会福祉協議会 社会福祉協議会☎ 258-0122

不動産相談 第 3 水曜 13：00 ～ 16：00 役場 1 階相談室（要予約） 都市計画課（内線 236）
マンション管理相談 第 3 月曜 13：30 ～ 16：30 役場 1 階相談室（要予約） 都市計画課（内線 236）

庁舎内 FAX番号内訳表
フロア 内線番号 FAX番号

1階
120～ 138 274-1050
140 ～ 158 274-1101
上記以外の 100番台 274-1051

2 階 242～ 268 274-1009
上記以外の 200番台 274-1052

4 階 300～ 314　420～ 424 274-1054
上記以外の 400番台 274-1055

5 階 500番台 274-1056
6 階 600番台 274-1057無料相談

問住民課住民担当 内 142 ～ 146

INFORMATION

楽器３ヵ月無料レンタルで気軽に始めてみませんか。
全く初めての方から音大生まで、小学生から70代の方まで

幅広い生徒が通う教室です。

お月謝 8,000 円～（時間、曜日応相談、月２回コースも好評です。）
☎0120-95-3210　メール：info@edelmusik.com
ふじみ野市桜ヶ丘 2-8-46（ふじみ野高校バス停すぐ前）

http://www.edelmusik.com　 エーデルムジーク

まずは手ぶらで無料体験レッスンをお試しください。

フラ･タヒチアン教室

無料体験レッスン、承ります。各種イベント、ボランティア他
出張講師もお承ります☆お電話またはメールにてお申込み、
お問い合わせお待ちしています！

無料体験レッスン、承ります。各種イベント、ボランティア他
出張講師もお承ります☆お電話またはメールにてお申込み、
お問い合わせお待ちしています！

フラ ハラウ
 オ ナニカリ

ノ

大人の方対象のクラス、
子供のクラス（アロアロケイキフラチーム）
など、初めての方から、経験者の方まで
楽しく踊りませんか！

大人の方対象のクラス、
子供のクラス（アロアロケイキフラチーム）
など、初めての方から、経験者の方まで
楽しく踊りませんか！

フラ ハラウ

生徒
募集中

メール：aloalonokai@yahoo.co.jp
代表：田中

☎080-8899-0429

フラ

4 月の土曜開庁は4日です
4 月の土曜開庁は 4 月 4 日です。
役場（本庁）の住民・福祉・税務などの一
部窓口と各出張所を開庁していますので、
ぜひご活用ください。本庁、出張所ともに
８:30 から 12:00 まで開庁しています。

ゆずります
ゆずってください

▶�ゆずってください

モノを買う前、捨てる前に、ぜひご利用
ください。モノを長く大切につかって、
節約やごみの減量に取り組みましょう。

➊ランドセル（黒）➋ゴルフセット（女性用）
➌だいり雛➍デロンギオイルヒーター
➎おもちゃ（1 ～ 3 歳用）

①太鼓②子ども用学習机③婦人用自転車
問 環境課環境対策担当内 216・217

▶�ゆずります

県内の高濃度 PCB 廃棄物（トランス・
コンデンサ等）は、中間貯蔵・環境安全
事業㈱（JESCO）東京事業所が処理先で、
事前に登録が必要です。平成 27 年４月
から９月の６か月間に登録すると、処理
料金が３％割引になりますので、この機
会の登録をお願いします。
▶ 対象機器等　３㎏以上のトランス・　

コンデンサ等の電気機器、PCB 油類
▶登録料　2,000 円／台
問 中間貯蔵・環境安全事業㈱
　東京事業所営業課☎ 03-5765-1927
問 埼玉県環境部産業廃棄物指導課監視・指導担当
☎ 048-830-3135 FAX 048-830-4774

高濃度 PCB 廃棄物の処理
には登録が必要です

食品販売店で日常の買い物をしながら食
品の表示を確認し、定期的に報告（年間
20 店舗程度）します。
▶ 対象　県内在住で 20 歳以上の人
▶任期　H27 年 6 月～ H28 年 3 月
▶定員　100 人（選考）
▶研修　6 月 11 日㈭　熊谷市内
　　　　6 月 12 日㈮　さいたま市内
▶謝金　年間　5,000 円
▶ 申込み　4 月 17 日㈮までに､ はがき、

FAX、メールにて住所、氏名(フリガナ)、
電話番号、年齢、職業、応募理由（100
字程度）明記し応募。

問 埼玉県農林部農産物安全課総務・JAS 法担当
〒330-9301さいたま市浦和区高砂 3-15-1
☎ 048-830-4110　FAX 048-830-4832

a4070-06@pref.saitama.lg.jp

埼玉県食品表示調査員募集

県では、住宅に HEMS（ヘムス）を設
置し、併せて、エネファーム、太陽熱、
地中熱、蓄電池、電気自動車充給電設備

（Ｖ２Ｈ）のいずれか一つ以上を設置す
ると、HEMS について一件につき２万
円を、他の設備に対して一件につき５万
円を補助します。また、高効率給湯、高
効率空調、高断熱外皮などゼロエネル
ギーハウスのための設備導入・工事に対
して、一件につき 50 万円を補助します。
※ヘムス（HEMS）：住宅の太陽光発電
や蓄電池、家電などをネットワーク化し、
エネルギー使用量を管理できる設備
※ゼロエネルギーハウス（ZEH）：高効
率設備、高断熱建材、HEMS 等を組み
合わせ、住宅の年間の一次エネルギー消
費量が正味（ネットで）ゼロとなる住宅
問 埼玉県環境部温暖化対策課エコエネ
ルギー推進担当
☎ 048-830-3042 FAX 048-830-4777

a3030-02@pref.saitama.lg.jp

住宅用省エネ設備とゼロエネルギー
ハウスへの補助を実施します！

平成 27年度三富地域援農
ボランティア募集

三富地域の一層の農業振興を図るため、
援農ボランティア活動に参加する人を募
集します。
▶内容　各種農作業全般
▶期間　平成 27 年 6 月～ 1 年間
▶場所　 三富地域（三芳町・川越市・所

沢市・狭山市・ふじみ野市）
▶参加費
　一年分の傷害保険料　1,000 円 / 年・人
▶応募締切　4 月 27 日㈪
▶ 応募方法　氏名・年齢・住所・連絡先・

応募動機を明記し、メール・FAX・ハ
ガキにて申込み

※ 別 途 事 前 研 修 あ り。5 月 2 日 ㈯　
13:00 ～ 16:00 川越地方庁舎 3 階　

（ウェスタ川越公共施設棟内）
▶ 対象  健康で 18 歳以上の自ら農家

宅まで行くことができる人
問 埼玉県川越農林振興センター
　 三富農業・平地林活用担当
☎ 049-242-1808 FAX 049-243-7233

r421810@pref.saitama.lg.jp

お詫びと訂正
「くらしの便利帳」

2 月中旬に全戸配布しました、「くらし
の便利帳」に誤りがありました。お詫び
するとともに、下記のとおり訂正します。
● P83 福祉施設最下段 名称と電話番号

【誤】三芳グループホーム春の風☎ 257-1021
【正】三芳グループホームそよ風☎ 257-0121
● P84 警察・消防
　入間東部消防組合消防本部の住所

【誤】ふじみ野市苗間 1-13-28
【正】ふじみ野市大井中央 1-1-19　
問秘書広報室秘書広報担当内 313・314
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おたよりだより
広報みよしに寄せられた声をお届け！

FROM READERS

■
３
月
号
は
三
芳
町
広
報
大
使
に

就
任
し
た
吉
澤
ひ
と
み
さ
ん
の
特

集
「
ふ
る
さ
と
」。
吉
澤
さ
ん
を
応

援
す
る
お
た
よ
り
を
た
く
さ
ん
い

た
だ
き
ま
し
た
。

◆
小
さ
な
こ
ろ
か
ら
吉
澤
さ
ん
の

フ
ァ
ン
で
し
た
が
、
今
回
ラ
イ
ブ

に
行
け
ま
せ
ん
で
し
た
。
紙
面
で

ラ
イ
ブ
の
盛
り
上
が
り
を
感
じ
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
！
（
Ｋ
さ
ん
）

◆
表
紙
の
吉
澤
ひ
と
み
さ
ん
の
写

真
を
見
て
、
は
じ
め
フ
ァ
ッ
シ
ョ

ン
雑
誌
か
な
と
思
う
く
ら
い
イ
ン

パ
ク
ト
が
あ
り
素
敵
で
ビ
ッ
ク
リ

し
ま
し
た
！
吉
澤
さ
ん
に
広
報
大

使
を
や
っ
て
い
た
だ
け
る
な
ん
て

最
高
で
す
ね
！
（
Ｈ
さ
ん
）

◆
私
も
参
加
し
た
凱
旋
ラ
イ
ブ
の

様
子
が
盛
り
だ
く
さ
ん
で
し
た
。

当
日
の
歌
や
熱
気
が
思
い
出
さ
れ

る
特
集
に
、
あ
の
日
の
感
動
が
よ

み
が
え
り
ま
し
た
。（
Ｐ
Ｎ
：
は

あ
と
ま
ま
）

◆
吉
澤
さ
ん
の
特
集
で
、
恩
師
の

鈴
木
先
生
や
荒
居
先
生
の
名
前
が

あ
り
、
二
人
と
も
お
世
話
に
な
っ

た
先
生
な
の
で
と
て
も
嬉
し
く
思

い
ま
し
た
。
荒
居
先
生
の
変
わ
ら

な
い
笑
顔
が
素
敵
。
懐
か
し
い
気

持
ち
に
な
り
ま
し
た
。（
Ｙ
さ
ん
）

◆
吉
澤
さ
ん
に
一
句
。

「
モ・

ー・

ニ・

ン・

グ・　
三
芳
に
輝
く　

ひ・

と・

み・

か
な
」（
Ｍ
さ
ん
）

◆
吉
澤
さ
ん
に
頑
張
っ
て
三
芳
町

を
い
ろ
い
ろ
な
と
こ
ろ
に
発
信
し

て
ほ
し
い
で
す
！
頑
張
っ
て
く
だ

さ
い
！
（
Ｔ
さ
ん
）

吉
澤
さ
ん
が
三
芳
町
の
広

報
大
使
に
な
っ
て
く
れ
て

本
当
に
う
れ
し
い
ね
！
こ
れ
か
ら

た
く
さ
ん
三
芳
町
の「
い
い
ね
！
」

を
全
国
に
広
め
て
く
れ
る
か
ら
、

ぼ
く
た
ち
も
吉
澤
さ
ん
を
応
援
し

よ
う
ね
！

◆
財
政
健
全
化
へ
の
お
願
い
の
紙

面
。
私
た
ち
高
齢
者
に
関
わ
る
ぬ

く
も
り
入
浴
券
、地
域
福
祉
バ
ス
、

敬
老
祝
金
事
業
な
ど
、
わ
か
り
や

す
く
説
明
さ
れ
て
い
て
、
納
得
で

き
ま
し
た
。
今
後
こ
の
よ
う
な
方

法
で
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。（
Ｋ

さ
ん
）難

し
い
こ
と
を
で
き
る
だ

け
わ
か
り
や
す
く
、
皆
さ

ん
が
理
解
で
き
る
よ
う
に
広
報
担

当
者
は
伝
え
る
努
力
を
し
て
い

る
ん
だ
。
こ
れ
か
ら
も
住
民
目
線

の
紙
面
づ
く
り
を
大
切
に
す
る
っ

て
、
担
当
者
が
言
っ
て
た
よ
♥

◆
ヤ
ッ
タ
ネ
！
み
よ
し
の
広
報
。
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母
の
忌
を
修
す
る
ふ
る
さ
と
忘
れ
雪

深
梅
や
自
由
孤
独
を
懐
ふ
と
こ
ろに

春し
ゅ
ん
ぎ
ょ
う

暁
や
波
静
か
な
る
九
十
九
里

去こ
ぞ
こ
と
し

年
今
年
独
り
暮
し
も
十
九
年

幸
せ
の
ひ
と
つ
に
数
え
芹
を
摘
む

お
裾
分
け
す
る
程
芹
も
摘
め
ず
な
り

待ま

ち
針ば
り

の
花
も
褪あ

せ
た
り
針
供
養

病
室
に
主
人
亡
き
跡
梅
一
輪

マ
ネ
キ
ン
の
一
足
早
い
春
の
服

草
の
芽
や
季
節
動
か
す
力
持
ち

節
分
の
豆
追
い
掛
け
る
子
猫
か
な

古
葉
落
ち
て
新
芽
ふ
く
ら
む
柏
か
な

新
春
や
妻
の
も
て
な
す
酒
に
酔
ひ

モ
ネ
に
見
る
画が
り
ょ
く力

の
花
に
魅
せ
ら
れ
て

観
世
音
笑
み
て
む
か
え
る
初
詣

冴
え
返
る
漬
物
石
の
重
み
哉

冴
え
返
る
結
露
で
見
え
ぬ
外
景
色

わ
が
君
の
鬼
の
か
く
ら
ん
春
の
風
邪

針
供
養
祈
願
の
多
し
我
が
人
生

紅
梅
や
絵
巻
の
中
に
し
ば
し
ゐ
て

ひ
と
り
居
の
我
を
気
遣
い
あ
れ
こ
れ
と
声
か
け
く
る
る
友
有
り
難
き

振
り
袖
の
娘
ら
初
初
し
去こ

ぞ

あ
年
生
れ
し
女
孫
の
成
人
見
届
け
た
き
に

フ
ァ
ッ
ク
ス
の
孫
の
絵
手
紙
嬉
し
く
て
壁
に
三
年
居
座
り
て
を
り

ろ
う
ば
い
の
枝
に
結
ば
れ
白
じ
ろ
と
氏
神
様
の
お
み
く
じ
の
花

冬
空
を
飛
行
機
雲
は
ひ
と
り
占
め
夕
つ
陽
浴
び
て
つ
ば
さ
燦き
ら

め
く

あ
や
と
り
も
じ
ゃ
ん
け
ん
も
で
き
ぬ
我
が
指
を
孫
は
両
手
で
そ
っ
と
さ
す
り
ぬ

風
花
の
ひ
と
つ
ひ
と
つ
は
陽
に
ひ
か
り
い
つ
し
か
青
き
空
の
見
え
く
る

阪
神
の
大
震
災
か
ら
二
十
年
人
の
絆
を
忘
る
る
な
か
れ

病
み
を
れ
ば
憤
怒
も
憎
悪
も
か
き
消
え
て
わ
が
魂
の
つ
か
の
ま
の
平
安

冬
の
夜
の
リ
フ
ト
の
灯
り
夜
も
す
が
ら
泉
が
岳
の
肩
に
つ
ら
な
る

森

下
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子
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子

嶋
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子
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【
編
集
後
記
】

♥
４
月
は
、
新
た
な
ス
タ
ー
ト
を

き
る
人
も
多
い
と
思
い
ま
す
。
私

自
身
は
、
あ
っ
と
い
う
間
に
広
報

担
当
３
年
目
を
む
か
え
ま
す
。
広

報
紙
作
り
は
本
当
に
奥
が
深
く
、

毎
月
多
く
の
発
見
と
反
省
を
し
て

い
ま
す
。
今
年
度
は
そ
れ
ら
を
活

か
し
て
、
皆
さ
ん
に
楽
し
み
に
し
て

も
ら
え
る
広
報
紙
作
り
に
邁
進
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
！（
大
木
）

♠
三
芳
中
学
校
卒
業
式
の
撮
影
。

以
前
取
材
で
知
り
合
っ
た
子
ど
も
た

ち
が
立
派
に
な
っ
た
姿
を
目
に
し
、

危
う
く
号
泣
し
そ
う
に
な
り
ま
し

た
。
赤
塚
第
一
中
学
校
を
卒
業
し
て

か
ら
早
23
年
。
今
で
も
中
学
や
高
校

の
友
達
と
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
で
つ
な

が
っ
て
い
ま
す
。
便
利
な
世
の
中
に

な
り
ま
し
た
。（
佐
久
間
）

みよし
今昔写真館

昔の写真を探しています。秘書広報室まで
ご連絡ください。☎258-0019（代表）

  筍とアスパラのグリル焼き
素材の味を楽しめます

みよしごはん
お手軽で簡単な料理をご紹介！

作り方

【材料】(2 人前 )
筍 ( 穂先部分 ) ････ 1 本分
アスパラ･･････5 ～ 10 本
オリーブオイル ･･ 小さじ 1
塩･････････････････ 適量
コショウ ････････････ 適量

みんなの広場
Everyone

今月覚えてほしい日本手話は「おめでとう」「拍手」「どうして？」
「聴者（耳が聞こえる人）」「ろう者（耳が聞こえない人）」です。
二人が桜と見間違えたものとは…。AR と YouTube で動きの
ある手話をご覧ください。

高波 美鈴 さん  （右）

▶今月の出演

福山 仁美 さん （左）

竹間沢東地区の区画整理が行われる前
の昭和 60年前後に行われていた「こ
どもつり大会」の様子です。現在のこ
ぶしの里の前を流れるこどもの川で行
われていました。今も残るこの川に、
夏になると親子でザリガニ釣りをする
姿が見られます。

約 30 年前のつり大会

４月といえば桜。今月は町
内在住の福山さんと一緒に
手話の拍手などをお届け。聴者の拍手 ろう者の拍手

拍手

日本手話で広げよう心の輪
新しい言語「手話」はじめませんか？

―　AR はこの下をかざすとはじまります　―
http://goo.gl/eEHkAv

県
内
審
査
で
４
部
門
特
選
の
記
事

を
新
聞
で
見
ま
し
た
。
い
つ
も

キ
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報
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く
か
ら

応
援
よ
ろ
し
く
ね
！

【まちの掲示板掲載募集】

宗教団体・政治団体・営利目的の投稿は
ご遠慮ください。１団体につき、年間１
回まで先着順で掲載できます。※ 100
字以内。要点のみの掲載となる場合もあ
ります。◆紙面の予約は前々月の 10 日
まで受け付けます。なお、予約は先着順
となります（土・日・祝日の場合はその
前日）【申込み・問い合わせ】秘書広報
室☎ 258-0019（内線 313）

まちの掲示板

➊ 下ごしらえをし、茹でた筍の穂先部分をくし型に切る。アスパラは半
分に切る。

➋ 小さめのボウルに入れ、オリーブオイルと塩を加え、混ぜる。
➌ アルミを敷いた魚焼きグリルに並べ、焦げ目がつく程度焼く。
➍�塩 ･ コショウで味を整え出来上がり。

おめでとう

どうして？

聴者
（耳が聞こえる人）

ろう者
（耳が聞こえない人）

ヨガ、ピラティス、気功を織りま
ぜた、からだにやさしい呼吸法で
どなたでも気軽にできる、ゆった
りとしたエクササイズです。
日第2、4木曜日10:30～11:30
所藤久保３区集会所
料4,200円/3か月　
問合

ごう
田
だ

☎090-4591-8330

気軽にお花と触れ合いたい人から
しっかり学びたい人まで、自由な
自分のスタイルで参加できます。
体験見学大歓迎。
日木曜10:30～12:00・13:30～15:00
所コピスみよし会議室１
料4,000円/1回（花代等含む）　
問新井☎070-6994-3045

八ヶ岳山麓の花と展望を楽しみま
しょう。説明会を5月5日㈫18:00
から鶴瀬コミュニティセンターで
実施。
日5月10日㈰鶴瀬駅西口6:00発
料5,500円(バス、保険代含む)
問石塚☎253-4643

ゆったりヨガ会員募集 フラワーサークルコピス
会員募集

「富士見市峠山の会」
公開ハイキング天女山ほ

か

住民が発信！
お知らせ情報はこちらから

Point
グリルの火かげんに注意！塩は岩塩、コショウは黒コショウにすると
より美味しくなります。



イベント 対　象 日　程 時　間 内　容

なかよし広場

0 歳児
ねんねひろば

4/9 ㈭・15 ㈬
21 ㈫

10:00 ～ 12:00

予約不要。部屋での自由遊び
11:15 ～絵本の読み聞かせ、歌や手遊び、ふれ
あい遊びを行います。
所 藤久保児童館２階　子育て支援センター

開館日の午後（13：00 ～ 16：00）は全年齢
が利用できます。

0 歳児
ハイハイひろば

4/14 ㈫・22 ㈬
30 ㈭

１歳児 4/10 ㈮・16 ㈭
28 ㈫

２歳児～ 4/8 ㈬・17 ㈮
23 ㈭

0 ～ 5 歳児 4/1 ㈬・2 ㈭
3 ㈮・7 ㈫

なかよし講座 １歳半～ 3 歳児 4/24 ㈮ 10:30 ～ 11:30 楽しいリズム体操。　定 20 組（要予約）

わくわくタイム 0 ～ 5 歳児 4/6 ㈪・13 ㈪
20 ㈪・27 ㈪ 10:00 ～ 12:00 所 藤久保児童館 2 階　子育て支援センター

27 日㈪はお誕生会　11：00 から（予約不要）

☎ 258-5106 258-5106　●子育て支援センター

イベント 対　象 日　程 時　間 内　容

中
央
図
書
館

ぐりぐらタイム
①②第 1･3 金曜日

①６か月～１歳 4/3 ㈮ ･17 ㈮
5/1 ㈮

11:00 ～ 11:15 絵本・紙芝居・手遊び・本の紹介
さまざまな本に楽しく出会え、「聞く力」も伸び
るように工夫した内容です。毎回、違うプログ
ラムです。
①②保護者同伴

②２･ ３歳～ 11:20 ～ 11:40

ぐりぐらタイム
第 1日曜日 ３歳～小学生 4/5 ㈰

5/3 ㈰
10:30 ～ 11:00
14:30 ～ 15:00

としょかんくらぶ
小学 1・2 年生

4/25 ㈯
10:20 ～ 12:00 読み聞かせ、ブックトーク。本の世界の楽しさ

を知り、一人で読む力もつくように工夫した内
容です。小学 3 ～ 6 年生 10:20 ～ 12:00

ブックスタート 平成26年12月生 4/17 ㈮ 13:00 ～ 14:30 4 か月児健診時、保健センターにて
ブックスタートプラス 平成24年9月生 4/7 ㈫ 13:30 ～ 15:30 2 歳児歯科健診後、中央図書館にて

竹
間
沢
分
館

スイミーおはなし会 ４歳～小学生 4/18 ㈯ 10:30 ～ 11:00 絵本・紙芝居・ブックトーク

ぐりぐら絵本タイム
６か月～２歳

お休み 10:30 ～ 10:45 絵本、おすすめ本紹介。竹間沢児童館「あそび
のへや」会場で行います。２歳～就園前

●中央図書館☎ 258-6464 258-6488　 ●竹間沢分館☎ 274-1722 274-1722　

内　容 対　象 日　程 時　間 備　考
４か月児健診 平成 26 年12 月生 4/17 ㈮

受付
13:00 ～ 13:40
（時間厳守）

保健センター
母子健康手帳

１歳６か月児健診・３歳児健診は、コップ、歯
ブラシを持ってきてください。

10 か月児健診 平成 26 年 6 月生 4/24 ㈮
１歳６か月児健診 平成 25 年 9 月生 4/10 ㈮
２歳児歯科健診 平成 24 年 9 月生 4/7 ㈫
３歳児健診 平成 23 年 9 月生 4/14 ㈫

●保健センター☎ 258-1236 258-5994　

MIYOSHI 24MIYOSHI25

子ども通信
Child

●北永井児童館 ☎258-9962 ●藤久保児童館 ☎258-9965 ●竹間沢児童館 ☎259-8315

予
…
要
予
約　
料
…
料
金　
定
…
定
員　
所
…
場
所　
申
…
申
込
期
間

※児童館の行事は基本的に参加無料です。行事によっては年齢制限や定員設定、参加費等が必要な場合があります。
　詳しくは各児童館へお問い合わせください。また、来館する際はクルマに気をつけて来てください。　　　

竹間沢児童館
イベントレポート

簡単 ･美味しい
親子おしゃべり広場

3 月 11 日㈬、竹間沢児童館で乳幼児親子対象の、親子おしゃべり
広場が行われ、「かんぱんピザ作り」に挑戦しました。かんぱんを
細かく砕いて、牛乳にひたした後、卵を加え生地として使用します。
完成品はまさにピザそのもの。みんなで美味しくいただきました。

子どもたちも生地をこ
ねたり、トッピングをし
たりたくさん手伝いまし
た。自分で作ったピザ
の味は格別です。

北永井児童館
イベントレポート

みんなで楽しもう
フレンドリーパーティー

3 月 14 日㈯、北永井児童館でフレンドリーパーティーが行われま
した。第１部は一輪車クラブの発表会、第 2 部はレクゲーム大会
です。レクゲーム大会では、ドッジボール、キャタピラリレーなど
が行われ、それぞれのチームが優勝をめざし、大盛り上がりでした。

たくさんの保護者が見
守る中、子どもたちは
練習の成果を発揮し、
次々と難しい技を決め
ていきます。

検索三芳 tube

イベント 対　象 日　程 時　間 内　容

北
永
井

新入生ハッスルタイム 新 1 年生 4/14 ㈫～ 17 ㈮ 14:00 ～ 15:00 新 1 年生あつまれ～！日替わりでいろいろな遊
びを楽しもう！（工作、レクゲームなど。）

藤
久
保

新入生ハッスルタイム 新 1 年生 4/14 ㈫～ 17 ㈮ 14:00 ～ 15:00 児童館でたのしく遊ぼう！（工作、レクゲーム）

親子であそぼう① 乳幼児親子 4/17 ㈮ 10:30 ～ 11:30 手あそび、たいそう、パネルシアターなど
みんなでたのしく遊びましょう！

竹
間
沢

新入生とみんなで
遊ぼうタイム 小学生以上 4/15 ㈬

4/16 ㈭ 15:30 ～ 16:30 新１年生と上級生とで色々な遊びを楽しもう！

３
館
共
通

新入生歓迎会
新 1 年生、

小学生以上、幼児、
保護者

4/11 ㈯
14:00 ～ 15:30
藤久保児童館は
10:30 ～ 11:30

児童館の先生と小学生のお兄さんお姉さんが、
新 1 年生の歓迎会を開きます。児童館の紹介と
使い方、あそびの名人の紹介、レクゲームなど。
参加したい新 1 年生は、各児童館へ申し込んで
ください。保護者の参加もお待ちしています。

ひよこクラス
( 全 12 回 )

生後 6 か月～
2 歳未満

5/20 ～ 10/7 の
水曜日

10:30 ～ 11:30

定員 :各 70 組 ( 登録制 )。
条件 :町内在住の乳幼児親子
申込み :4/1 ㈬～ 11 日㈯に各児童館に来館のう
え、申し込みください。電話や代理での申し込
み、複数児童館への申し込みは不可。
発表 :4/17 ㈮から各児童館に掲示。各自ご確認
ください。

こあらクラス
( 全 12 回 ) 2 歳以上

5/21 ～ 10/7 の
木曜日

※最終日ひよこと合同

前
期
あ
そ
び
の
へ
や
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↓修了式後に記念撮影を行いました。写真は藤久保教室です。

↓埼玉県では１団体のみの表彰旗。全国でも約 40 団体のみの表彰。

↓寄贈されてきたかわいい人形が皆さんをお待ちしています。

↓地域の皆さんを守る、三芳町消防団新役員の皆さん。

共に学び、楽しむ大学　       
三芳町高齢大学修了式を開催

三芳町消防団が消防庁から表彰
表彰旗を授与、地域活動の功績

ひな人形が皆さんをお出迎え
歴史民俗資料館ひな人形展開催中

自分の地域は、自分たちが守る
三芳町消防団の新役員が決定

2 月 27 日㈮、藤久保公民館で高齢大学の修了式が行
われました。藤久保・中央・竹間沢の各教室が集まり、
修了者は 209 人でした。さまざまな知識と経験を持つ
満 60 歳以上が集まる高齢大学。学び、楽しむ大学とし
て毎回好評を得ています。次回の受講生募集を４月 23
日㈭から開始します。詳細は P10 のインフォメーショ
ンプラスに掲載していますのでご覧ください。

三芳町消防団員のさまざまな功績が認められ、２月 26
日に地域活動表彰を、３月６日には表彰旗を消防庁長
官から授与され表彰されました。地域活動表彰は埼玉
県内でも５団体、そして表彰旗授与は県内で三芳町消
防団員のみ（全国で約 40 団体が授与）。私たちが暮ら
す三芳町に素晴らしい消防団の皆さんがいることは、
町の誇り、そして宝です。

4 月 5 日㈰まで歴史民俗資料館で「ひな人形展」
が行われています。 なぜ 4 月まで？と思うかも

しれませんが、三芳町ではかつて月遅れの 4 月 3 日に
行われていたそうです。子どもの成長を見届け、役割
を終えたひな人形が数多く資料館に寄贈されてきまし
た。今回の企画展ではその人形も展示していて、入館
は無料です。ぜひお越しください。

消防団員の皆さんは、他の職業に従事しながら災害時
には消防署員と協力、地域のために夜間巡回などの活
動を行っています。このたび新役員が決定しましたの
でご紹介します。（敬称略・○数字は分団）《前列 / 鈴
木紀啓団長（中央）/ 清水邦宏副団長（左）/ 鈴木秀幸
副団長（右）》《後列左から各分団長①富岡健太郎 / ②
中嶋剣太郎 / ③小山幸宏 / ④江原義則 / ⑤山田豊治》

３月 11 日㈬、太陽光発電事業の調印式が行われました。
小中学校 6 校、竹間沢公民館・出張所などの屋根を設
置事業者（株式会社ウエストエネルギーソリューション、
東上ガス株式会社）に 20 年間貸し付け、この事業を事
業者が行います。これにより町にとって、災害時の電力
確保や学校での環境教育、さらに貸し付け使用料や固定
資産税の収入確保につながります。

2 月 7 日㈯、約 60 人が体験落ち葉掃きに参加しました。
今年は落ち葉を集める技術を体感してもらおうと「落
ち葉持ち上げコンテスト」も実施。落ち葉がバラバラ
落ちてしまい悪戦苦闘する参加者でしたが、最後に三
芳町川越いも振興会長がお手本を見せると、その量の
多さに驚きの声が。集められた落ち葉は 1 ～ 2 年後に
堆肥として使われ、おいしいみよし野菜が作られます。

再生可能エネルギーの活用を　
町有施設屋根貸し太陽光発電事業みよし野菜の原点は落ち葉

体験落ち葉掃きを平地林で開催

↓東上ガス株式会社清水社長と林町長が今後 20 年間の協力体制を確認。↓集めた落ち葉をカゴいっぱいになるまで踏み込んで入れます。

スマホをかざすと

写真が動く
紙面に掲載されている映写機マークがある写真をスマホでかざすと写真が
動く「AR」を導入しています。体験するには「Aurasma」アプリが必要で
す。導入方法などは町ホームページをご覧ください。『三芳町AR』で検索！

ＡＲ動画をダブルタップすると全画面表示になりま
すので、ずっとかざす必要はありません。

2 月 22 日㈰、101 チーム
が参加し、開催された今大

会。ふじみ野市立大井東中学校を
スタートし、ゴールをする 5 区
間 20km のコースを舞台に行わ
れました。今年行われた都道府県
対抗男子駅伝で埼玉県が初優勝し
た時の 5 区の走者、藤久保中学
校出身の小笹椋さんも参加（大写
真）。区間賞に輝きました。

第 46回入間東部地区駅伝競走大会

たすきに想いをのせ
つないだココロ

検索三芳町 AR

↑ ゴールの大井東中学校に駆け込む選
手たちを多くの人が出迎えました。

検索いいね三芳町

フォトニュースに掲載しきれないイベント
や写真は町の Facebook「いいね！三芳町。」
で配信中。ロゴがあるイベントは関連した
情報などを Facebook で公開しています。

三芳町
Facebook 公式アカウント



写真
大募集！

我が子の笑顔を皆さんに届けてみませんか？小学校入学前のお子さんを募集しています。（町内在住者に限ります）
住所、氏名、連絡先、お子さんの名前 ( ふりがな）・生年月日を記入し、写真を郵送またはメール (2MB 以内 ) で送付ください。

窓口でも受け付けます。※過去に掲載したお子さんも、掲載後１年経過していれば掲載できます。（写真返却不可）

ＱＲコードで簡単
に応募ができます

 

 

荻原　咲
さ き

季ちゃん 

H23.2.4 生

山田　真
ま お

央ちゃん (H21.1.31 生）

　　　真
ま

衣
い

ちゃん (H24.3.3 生）

 

人口と世帯 ( 平成 27 年 2 月末現在 )
人口：38,211 人
( 男 19,136 人 / 女 19,075 人 )
世帯数：15,611 世帯

広報みよし　第 938 号 4 月 1 日発行　発行人 : 三芳町長　編集：秘書広報室　☎ 049-258-0019　
〒 354-8555 埼玉県入間郡三芳町大字藤久保 1100 番地 1　http://www.town.saitama-miyoshi.lg.jp
配布についてのお問い合わせ：シルバー人材センター☎ 049-258-7171
声の広報みよし：朗読ボランティア「けやき」の皆さんが朗読したものを HP で聞くことができます。

この印刷物は、グリー
ン基準に適合した印
刷資材を使用して、グ
リーンプリンティング
認定工場が印刷した
環境配慮製品です。

見やすいユニバーサルデザインフォントを採用しています。

印刷：岩岡印刷工業株式会社

新井　和
の ど か

花ちゃん
H26.9.12 生

 クイズ ＆アンケート

〒 354-8555
秘書広報「広報 4 月号」係
< メールでの申込み >
hisyo@town.saitama-miyoshi.lg.jp
件名→「広報4月号係」まで

QR コ ー ド
でクイズや
アンケート
に応募でき
ます。

Ｑ

Q1　今月号でよかった内容や写真があれば教えてください。
Q2　取り上げてほしい内容や企画があれば教えてください。
Q3　 広報に関するご意見・ご感想をお聞かせください。特にARを体験

した感想をお待ちしています。

締切 4/15 消印有効

 

 

志田　虎
こ

生
う

喜
き

ちゃん
H26.12.10 生

 

新井　心
こ

晴
はる

ちゃん
H26.9.12 生

櫻井　結
ゆ

珠
ず

ちゃん 

H22.4.20 生

▶広報クイズ

▶アンケート
今回のプレゼント協力はコピスみよしの
1階にある福祉喫茶ハーモニーさん。
障がいのある人が活き活きと働く喫茶店
です。4月から土曜日も営業します。

（
前
回
の
答
え
） 
「
三
芳
町
広
報
大
使
」
。
13
通
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

【お店から】
新食感のメープルコーンと濃厚バニラ
とのハーモニー!!美味しいソフトクリ
ーム販売中です。ぜひお召し上がりく
ださい。

 今月のプレゼント（5名様)

福祉喫茶ハーモニー　
住所：藤久保1100-1コピスみよし1F　☎090-1843-1366

クイズの正解者、アンケートに協力していただいた人の中から抽選でプレゼントが
当たります。当選者にはプレゼントの引換券を発送します。(商品の発送はいたし
ません。）引換券をお店に持参し、プレゼントと交換してください。

コーンの中までアイスが
ぎっしり詰まっています

福祉喫茶ハーモニー　ソフトクリーム

１
Ｆ

「第○○総合計画」

Q. 施政方針の中で語られた住民参加による住民のための未来
の三芳町のビジョンづくりに向け策定される計画は？

■応募方法
クイズの○に入る言葉を記入のうえ、住所、氏名、年齢、アンケートの回
答、おたより、ペンネームを書いて、ご応募ください。

4 月から土曜営業はじめます！

広
報
ク
イ
ズ
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
提
供
し
て
い
た
だ
け
る
お
店
を
随
時
募
集
し
て
い
ま
す
。

詳
細
は
秘
書
広
報
室
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。


